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国
際
機
構
の
歴
史
を
語
る
と
き
、
一
般
に
は
、
国
家
間
の
結
び
つ
き
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
ウ
ェ
 
 

－
 
 

ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
を
機
に
近
代
国
民
国
家
が
成
立
し
、
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
以
降
に
国
際
機
構
現
象
が
本
格
化
し
鞍
∪
周
知
の
 
 

よ
う
に
、
諸
国
家
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
調
体
制
や
ハ
ー
グ
仕
制
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
多
数
国
間
の
会
議
を
組
織
し
、
ま
た
、
国
際
河
 
 

川
委
員
会
や
国
際
行
政
連
合
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
国
家
間
協
力
を
実
践
し
て
い
っ
た
じ
 
こ
の
よ
う
に
、
国
際
機
構
は
基
本
的
に
は
国
家
 
 

リ
ー
【
 
 

の
結
A
‖
体
で
あ
る
が
ゆ
、
え
、
国
家
の
結
び
つ
き
を
中
心
に
そ
の
歴
史
が
語
ら
れ
て
き
た
の
は
室
極
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
、
つ
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
歴
史
を
も
う
少
し
別
の
角
度
か
ら
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
諸
国
家
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
実
体
 
 

が
、
あ
る
時
点
か
ら
、
あ
る
場
所
に
常
設
さ
れ
組
織
化
を
進
め
て
き
た
こ
と
I
－
す
な
わ
ち
、
事
務
局
的
機
関
を
備
え
て
き
た
こ
と
 
－
 
 

に
着
目
す
れ
ば
、
従
来
の
見
方
と
は
ま
た
異
な
っ
た
視
点
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
日
で
こ
そ
、
国
連
憲
章
一
〇
〇
条
一
項
 
 

（
「
事
務
総
長
及
び
職
員
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
当
っ
て
、
い
か
な
る
政
府
か
ら
も
又
は
こ
の
機
構
外
の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
 
 

指
示
を
求
め
、
又
は
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
事
務
総
長
及
び
職
員
は
、
こ
の
機
構
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
国
際
的
職
員
と
し
て
の
 
 

地
位
を
損
ず
る
虞
の
あ
る
い
か
な
る
行
動
も
憎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
機
構
の
事
務
局
は
、
基
本
的
 
 

に
は
、
一
国
の
政
府
で
は
な
く
国
際
機
構
の
み
に
忠
誠
を
誓
う
い
わ
ゆ
る
国
際
公
務
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
 
 

1
J
」
 
 

ま
た
、
国
際
機
構
に
設
け
ら
れ
た
事
務
局
は
、
と
き
に
「
国
際
事
務
局
（
I
n
t
e
r
ロ
a
t
i
O
コ
a
－
S
e
c
r
e
t
a
r
i
a
t
）
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
国
際
 
 

事
務
局
と
は
、
メ
ロ
ン
（
↓
．
M
e
r
O
n
）
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
そ
の
義
務
お
よ
び
機
能
の
国
際
的
性
質
、
そ
の
国
際
的
構
成
な
ら
び
に
そ
 
 

の
永
続
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
機
能
、
権
利
お
よ
び
義
務
な
ら
び
に
構
成
は
、
機
構
の
設
立
文
書
、
機
構
の
機
 
 

関
の
決
議
お
よ
び
事
務
局
の
内
部
規
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
国
際
事
務
局
の
構
成
員
は
、
一
国
の
公
務
員
で
は
な
く
国
際
機
 
 
 

一
 
は
じ
め
に
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ま
ず
、
一
六
四
八
年
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
を
境
と
し
た
近
代
国
民
国
家
の
成
立
以
降
、
国
際
機
構
の
萌
芽
は
、
大
き
く
二
通
 
 

り
の
流
れ
に
分
け
て
説
明
さ
れ
得
る
。
一
方
の
潮
流
は
、
平
和
維
持
・
安
全
保
障
の
分
野
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
は
、
そ
れ
以
 
 

外
の
社
会
生
活
一
般
に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
分
野
で
の
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
に
、
順
を
迫
っ
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 
 

三
 
 
 

構
の
公
務
員
で
あ
り
、
た
と
え
一
国
の
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
公
務
員
で
あ
っ
て
も
国
際
公
務
日
月
制
度
に
属
し
、
そ
の
義
務
も
も
っ
ば
 
 

丁
ユ
 
 

ら
国
際
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
 
 
 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
事
務
局
に
お
い
て
、
国
際
的
な
責
任
を
有
す
る
職
能
集
団
が
、
果
た
し
て
一
九
世
紀
に
萌
芽
し
た
国
家
間
 
 

協
力
に
お
い
て
す
で
に
定
着
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
も
し
、
当
初
か
ら
機
構
独
自
の
事
務
局
的
機
関
は
存
在
し
な
 
 

か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
機
構
が
、
そ
の
行
政
機
構
に
お
い
て
、
機
構
独
自
の
運
営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
っ
た
い
い
つ
の
 
 

頃
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
機
構
が
、
時
と
と
も
に
、
そ
の
組
織
構
造
上
い
か
な
る
程
 
 

度
の
自
律
性
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
尭
展
の
過
程
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
国
際
機
構
の
 
 

発
展
状
況
を
知
る
た
め
に
、
そ
の
事
務
局
的
機
関
に
着
日
し
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
、
一
定
の
 
 

意
義
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
従
来
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
国
際
機
構
の
事
務
局
的
機
関
の
歴
史
に
光
 
 

を
当
て
、
国
際
機
構
の
史
的
展
開
に
沿
っ
て
、
国
際
事
務
局
の
成
立
と
発
展
の
様
子
を
明
ら
か
に
L
て
い
こ
う
と
思
う
・
。
具
体
的
に
は
、
 
 

一
九
世
紀
に
お
け
る
国
際
機
構
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
、
国
際
連
盟
規
約
の
起
草
か
ら
連
盟
事
務
局
盛
衰
の
過
程
お
よ
び
 
 

国
連
事
務
局
の
成
立
ま
で
を
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

二
 
国
際
機
構
の
史
的
展
開
と
国
際
事
務
局
の
萌
芽
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四
 
 
 

日
 
平
和
維
持
・
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
発
展
 
 
 

ま
ず
、
前
者
の
系
譜
の
端
緒
は
、
一
八
一
四
年
か
ら
1
八
一
五
年
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
会
議
を
契
機
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
 
 

パ
協
調
（
C
O
コ
C
e
r
t
O
f
E
u
r
O
p
e
＼
E
u
r
O
p
e
a
コ
C
O
n
C
e
r
t
）
体
制
ま
で
遡
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
勢
力
均
衡
を
維
持
す
 
 

る
た
め
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
勝
利
し
た
列
強
が
確
立
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
共
同
行
動
の
誓
約
に
基
い
て
外
交
会
議
を
組
織
 
 

「
5
〕
 
 

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
時
に
形
成
さ
れ
た
連
携
関
係
を
平
時
に
お
い
て
も
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ゥ
 
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
 
 

調
体
制
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
二
国
間
外
交
の
み
な
ら
ず
、
多
数
国
間
の
問
題
処
理
が
拡
張
し
た
と
い
う
事
実
は
、
 
 

（
6
」
 
 

国
際
機
構
の
歴
史
に
お
い
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
協
調
体
制
を
 
 

推
進
し
た
ロ
シ
ア
の
7
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
一
世
が
念
頭
に
お
い
た
の
は
、
会
議
が
定
期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
∩
実
際
に
、
一
八
 
 

一
八
年
か
ら
一
八
二
二
年
ま
で
の
間
に
は
、
四
つ
の
会
議
－
－
－
エ
ク
ス
エ
フ
・
シ
ャ
ベ
ル
 
（
一
八
一
八
年
）
、
ト
ロ
ソ
パ
ウ
 
（
一
八
二
 
 

〇
年
）
、
ラ
イ
バ
ッ
ハ
 
（
一
八
二
一
年
）
お
よ
ぴ
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
（
一
八
二
二
年
）
～
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
試
み
は
、
そ
の
後
は
頓
挫
 
 

す
る
も
の
の
、
当
時
の
国
際
関
係
の
「
歩
み
（
p
a
c
e
）
」
の
中
で
、
定
期
的
な
多
数
国
間
交
渉
の
た
め
の
組
織
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
 
 

■
 
 

い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
後
、
散
発
的
に
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
お
い
て
、
否
、
む
し
ろ
散
発
的
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
事
 
 

務
局
の
萌
芽
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
っ
会
議
間
の
間
隙
を
埋
め
、
連
絡
の
継
続
性
を
確
保
し
、
か
つ
、
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
便
 
 

を
途
切
れ
さ
せ
な
い
必
要
性
か
ら
、
事
務
局
が
単
な
る
事
務
技
術
を
こ
え
た
役
割
を
果
た
し
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
初
か
 
 

ら
暫
定
的
性
格
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
徐
々
に
、
一
会
期
の
種
々
の
会
合
間
の
み
な
ら
ず
、
連
続
す
る
複
数
の
全
期
間
の
一
種
 
 

の
「
連
絡
の
場
ニ
i
a
i
s
O
n
）
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
務
局
の
萌
芽
は
、
当
初
、
会
議
の
主
催
国
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
職
 
 

員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
次
第
に
他
国
の
国
民
も
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
七
年
に
 
 

開
催
さ
れ
た
第
二
回
ハ
ー
グ
会
議
は
、
参
加
諸
国
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
お
よ
そ
二
五
名
か
ら
成
る
事
務
局
を
擁
し
て
い
た
と
い
わ
れ
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0
 
専
門
的
・
技
術
的
分
野
に
お
け
る
発
展
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
、
平
和
維
持
・
安
全
保
障
の
分
野
に
お
い
て
進
展
し
た
多
数
国
間
会
議
の
方
式
は
、
国
際
事
務
局
の
発
 
 

展
に
と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
現
象
を
残
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
の
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
潮
流
が
あ
る
。
 
 

交
通
、
通
信
、
保
健
衛
生
、
産
業
な
ど
人
々
の
社
会
生
活
に
根
ざ
し
た
専
門
的
・
技
術
的
分
野
に
見
ら
れ
た
発
展
で
あ
る
。
一
八
世
紀
 
 

以
降
、
科
学
技
術
が
発
達
し
、
そ
れ
が
産
業
革
命
と
い
う
形
で
結
実
し
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
人
や
も
の
、
財
や
サ
ー
ビ
ス
 
 

は
、
国
境
を
こ
え
て
行
き
来
す
る
頻
度
を
急
速
に
増
し
た
。
従
来
、
一
国
で
処
理
で
き
た
問
題
が
一
国
の
み
で
は
処
理
し
切
れ
な
い
状
 
 

況
が
現
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
家
間
で
の
協
力
の
必
要
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

相
 
国
際
河
川
委
月
仝
 
 
 

こ
の
よ
う
な
協
力
の
萌
芽
は
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
カ
国
を
貫
流
す
る
河
川
に
関
し
て
誕
生
し
た
い
わ
ゆ
る
国
際
河
川
委
月
会
 
 

（
l
ロ
t
e
r
n
a
t
i
O
ロ
a
－
R
i
く
e
r
C
O
m
ヨ
i
s
s
i
O
ロ
）
 
に
見
ら
れ
る
。
中
で
も
、
ラ
イ
ン
河
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
ち
早
く
そ
の
兆
し
が
現
れ
て
い
 
 

た
と
い
え
る
。
 
 
 

と
き
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
ま
で
遡
る
。
当
時
、
ラ
イ
ン
河
に
関
し
て
、
諸
国
家
か
ら
成
る
機
構
が
、
共
同
し
て
作
業
を
行
い
改
善
 
 

策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
河
川
の
警
察
権
を
共
同
し
て
統
制
す
る
と
い
う
原
則
が
、
理
論
の
上
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
よ
り
発
展
し
 
 

て
き
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
既
得
権
原
則
が
神
聖
視
さ
れ
、
ま
た
河
川
の
自
由
航
行
と
い
う
共
通
の
権
利
を
実
効
的
に
実
現
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
河
川
に
は
実
に
多
く
の
徴
税
所
や
独
占
権
が
残
さ
れ
、
航
行
や
商
業
が
大
い
に
妨
げ
ら
れ
 
 

（
q
こ
 
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
八
〇
四
年
八
月
一
五
目
に
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
ラ
イ
ン
河
の
航
行
に
関
す
る
条
 
 

五
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六
 
 
 

「
川
 
 

約
 
（
以
卜
、
「
T
八
〇
四
年
条
約
」
）
 
－
 
い
わ
ゆ
る
オ
ク
ト
ロ
ワ
 
（
O
C
t
r
O
i
＝
航
行
税
）
 
条
約
 
－
 
が
署
名
さ
れ
た
l
ノ
 
こ
の
条
約
は
、
 
 

河
川
の
航
行
を
共
通
の
規
則
の
下
に
置
く
も
の
で
あ
り
、
沿
岸
都
市
に
認
め
ら
れ
て
い
た
従
来
の
種
々
の
徴
税
や
特
権
を
、
船
舶
の
通
 
 

航
お
よ
び
貨
物
へ
の
課
税
か
ら
成
る
航
行
税
に
一
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
条
約
に
よ
れ
ば
、
毎
年
共
和
暦
第
二
月
（
b
r
u
m
a
i
r
e
）
 
 

に
、
マ
イ
ン
ツ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
委
員
で
あ
る
モ
ン
ト
ネ
ル
 
（
M
O
n
t
・
T
O
n
n
e
r
r
e
）
県
知
事
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
尚
書
長
官
 
 

（
瞥
e
c
t
e
亡
r
A
r
c
h
i
・
C
h
a
n
c
e
－
i
e
r
）
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
か
つ
実
質
上
そ
の
地
位
を
代
表
す
る
委
員
お
よ
び
両
締
約
国
に
よ
っ
て
選
出
 
 

さ
れ
た
法
律
顧
問
の
計
三
名
か
ら
成
る
委
員
会
が
招
集
さ
れ
る
（
同
一
二
三
条
）
。
こ
の
委
員
会
の
前
で
は
、
航
行
税
の
徴
収
と
航
行
腎
 
 

〓
 
 

察
に
関
す
る
訴
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
 
（
同
一
二
四
条
）
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
条
約
で
定
め
る
航
行
税
は
、
一
二
カ
所
（
左
岸
と
右
岸
各
六
カ
所
）
に
設
け
ら
れ
た
徴
税
所
（
b
亡
r
e
a
u
且
で
徴
収
 
 

さ
れ
る
 
（
同
四
六
条
）
。
航
行
税
の
設
定
と
徴
収
を
指
揮
し
監
督
す
る
責
任
を
負
う
の
が
事
務
局
長
 
（
D
i
r
e
c
t
e
亡
r
 
G
ぎ
腎
a
ニ
で
あ
る
 
 

（
同
四
三
条
）
。
事
務
局
長
は
、
双
方
の
締
約
国
が
共
同
し
て
任
命
し
 
（
同
四
八
条
）
、
マ
イ
ン
ツ
に
常
駐
す
る
 
（
同
四
五
条
）
。
ま
た
、
 
 

徴
税
所
の
監
督
な
ど
の
任
務
を
負
う
四
名
の
監
督
官
（
i
n
s
p
e
c
t
e
亡
r
）
 
（
同
四
四
条
）
 
は
、
両
締
約
国
が
二
名
づ
つ
任
命
す
る
（
同
四
九
 
 

条
）
。
各
徴
税
所
は
、
一
名
の
徴
税
官
（
r
e
c
e
克
己
r
）
、
一
名
の
検
札
官
（
c
O
n
t
r
巴
e
u
r
）
、
二
名
の
検
査
官
（
ま
s
i
t
e
亡
r
S
）
 
お
よ
び
一
名
 
 

の
簿
記
官
 
（
n
O
m
m
i
s
a
亡
舛
打
r
i
t
u
r
e
s
）
 
か
ら
成
る
 
（
同
四
七
条
）
。
前
二
者
は
、
締
約
国
そ
れ
ぞ
れ
が
任
命
し
 
（
同
五
〇
条
）
、
後
二
 
 

者
は
、
事
務
局
長
が
任
命
す
る
 
（
同
五
一
条
）
。
 
 
 

注
目
す
べ
き
は
、
毎
年
共
和
暦
一
二
月
（
f
r
亡
C
t
i
d
O
r
）
 
の
第
一
口
に
、
マ
イ
ン
ツ
に
お
い
て
理
事
会
（
c
O
n
C
e
i
－
）
が
招
集
さ
れ
る
こ
 
 

と
で
あ
る
（
同
七
九
条
）
。
同
理
事
会
は
、
議
長
を
務
め
る
事
務
局
長
、
二
名
の
監
督
官
、
一
名
の
徴
税
官
、
一
名
の
検
察
官
、
一
名
の
 
 

一
∴
′
二
 
 

検
査
官
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
事
務
局
長
は
、
こ
の
理
事
会
に
お
い
て
、
控
除
基
金
の
年
次
収
支
決
算
報
告
、
年
金
受
給
状
況
、
同
基
金
 
 

の
現
状
お
よ
び
退
職
ま
た
は
遺
族
年
金
の
新
規
受
給
願
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
、
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
 
（
向
八
〇
条
）
ら
 
 

こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
、
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
事
務
局
長
を
頂
点
と
し
て
、
種
々
の
職
員
が
条
約
に
定
め
ら
れ
た
任
務
に
従
事
し
て
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お
り
、
彼
ら
に
関
し
て
、
退
職
年
金
や
遺
族
年
金
の
よ
う
な
身
分
保
障
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
 
 

見
た
一
八
〇
四
年
条
約
は
二
国
間
の
も
の
で
あ
り
、
多
数
国
間
で
の
動
き
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

さ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秩
序
の
再
建
を
目
指
し
、
一
八
一
四
年
九
月
に
始
ま
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
は
、
周
知
 
 

の
よ
う
に
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
直
前
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
プ
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
お
よ
 
 

び
ス
ウ
ェ
⊥
ア
ン
の
間
で
、
元
一
五
年
六
月
九
日
に
三
一
力
条
か
ら
成
る
ウ
ィ
■
ン
会
議
議
定
部
が
署
名
さ
れ
た
。
国
際
河
川
と
 
 

の
関
連
で
見
れ
ば
、
こ
の
議
定
書
は
、
一
〇
八
条
か
ら
一
一
七
条
に
主
に
一
般
原
則
に
関
し
て
そ
の
関
連
規
定
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
 
 

と
併
せ
て
、
よ
り
具
体
的
な
規
定
を
設
け
た
文
書
と
し
て
は
、
右
の
議
定
書
に
付
さ
れ
た
附
属
善
一
六
B
 
（
一
八
一
五
年
三
月
二
四
日
 
 

「
一
斗
ノ
 
 

署
名
）
が
あ
り
、
同
附
属
書
は
、
河
川
の
航
行
に
関
す
る
規
則
、
ラ
イ
ン
河
の
航
行
に
関
す
る
条
項
お
よ
び
ネ
ッ
カ
ー
河
、
マ
イ
ン
河
、
 
 

モ
ー
ゼ
ル
河
、
ミ
ュ
ー
ズ
河
お
よ
び
ス
ヘ
ル
デ
 
（
エ
ス
コ
ー
）
 
河
の
航
行
に
関
す
る
条
項
を
含
ん
で
い
る
。
二
番
目
の
ラ
イ
ン
河
に
関
 
 

す
る
諸
条
項
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
バ
ー
デ
ン
、
パ
パ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ヘ
ッ
セ
＝
グ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
 
 

オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
プ
ロ
シ
ア
に
よ
る
多
数
国
間
の
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
附
属
書
の
ラ
イ
ン
河
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
基
本
的
に
は
一
八
〇
四
年
条
約
の
趣
旨
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
附
属
書
 
 

で
は
、
共
通
規
則
の
履
行
と
沿
岸
国
間
の
交
流
の
た
め
、
「
中
央
委
員
会
（
C
O
ヨ
m
i
s
s
i
O
n
 
C
e
n
t
r
a
】
e
）
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
 
 

た
（
同
附
属
善
一
〇
条
）
。
同
委
員
会
は
、
各
沿
岸
国
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
毎
年
一
一
月
一
目
に
マ
イ
ン
ツ
に
 
 

招
集
さ
れ
る
 
（
同
一
一
条
）
。
同
委
員
会
は
、
ラ
イ
ン
河
航
行
の
た
め
の
規
則
を
作
成
す
る
 
（
同
三
二
条
）
。
ま
た
、
こ
の
附
属
書
の
規
 
 

則
に
定
め
ら
れ
た
目
的
に
関
す
る
す
べ
て
の
紛
争
に
つ
い
て
、
各
徴
税
所
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
第
一
審
裁
判
所
 
（
同
八
条
）
 
の
上
訴
 
 

機
関
と
し
て
中
央
委
月
会
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
同
九
条
）
。
中
央
委
員
会
の
意
思
決
定
は
、
絶
対
多
数
で
行
わ
れ
る
（
同
一
七
 
 

条
）
。
 
 
 さ

て
、
同
委
員
会
は
、
一
名
の
監
督
長
官
（
I
n
s
p
e
n
t
e
u
r
e
ロ
C
h
e
f
）
 
と
三
名
の
副
監
督
官
（
S
O
u
S
・
i
n
s
p
e
c
t
e
亡
r
）
を
設
置
す
る
。
 
 

七
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八
 
 
 

監
督
長
官
は
マ
ィ
ン
ツ
に
、
副
監
督
官
は
ラ
イ
ン
河
の
上
流
、
中
流
、
下
流
に
そ
れ
ぞ
れ
骨
巌
す
る
（
同
一
二
条
）
。
監
督
長
官
は
中
央
 
 

委
月
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
副
監
督
官
は
、
一
名
が
プ
ロ
シ
ア
に
、
一
名
が
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
い
ず
れ
か
に
、
も
う
一
名
が
 
 

（
 
1
 

ド
イ
ツ
諸
侯
の
い
ず
れ
か
の
一
つ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
る
（
同
一
三
条
）
。
監
督
長
官
の
任
務
は
、
規
則
履
行
の
監
視
を
行
い
、
 
 

航
行
警
察
に
関
わ
る
一
切
の
問
題
に
専
心
す
る
こ
と
で
あ
る
（
同
一
五
条
）
。
ま
た
、
中
央
委
員
会
に
村
し
て
、
管
理
行
政
に
つ
い
て
報
 
 

告
を
行
う
（
同
一
六
条
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ン
河
の
航
行
に
関
す
る
規
則
を
履
行
す
る
た
め
に
、
中
央
委
月
会
の
み
な
ら
ず
、
各
国
 
 

に
よ
っ
て
選
ば
れ
か
つ
行
政
事
務
に
携
わ
る
常
設
の
人
月
が
配
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
身
分
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
監
督
長
 
 

官
お
よ
び
副
監
督
官
の
任
期
は
原
則
と
し
て
終
身
で
あ
る
。
勤
務
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
理
由
 
（
C
a
u
s
e
d
e
m
符
O
n
t
e
n
〔
e
m
e
n
t
）
 
や
 
 

健
康
上
の
欠
格
事
由
 
（
C
a
u
s
e
d
バ
ロ
f
i
r
m
i
t
訝
）
 
に
よ
る
離
職
の
場
合
、
利
用
で
き
る
年
金
に
関
し
て
も
定
め
が
あ
る
 
（
同
一
四
条
）
。
 
 

注
意
す
べ
き
は
、
同
規
定
に
お
い
て
、
年
金
を
め
ぐ
っ
て
、
先
述
の
手
続
を
用
い
た
訴
訟
の
提
起
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

離
職
の
際
の
年
金
問
題
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
で
ほ
あ
る
も
の
の
、
監
督
長
官
お
よ
び
副
監
督
官
の
身
分
保
障
を
訴
訟
に
よ
り
確
保
す
 
 

る
こ
と
が
当
時
す
で
に
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

7
 
 

｛
1
）
 
 

一
八
三
1
年
三
月
三
一
日
に
は
、
ラ
イ
ン
河
の
航
行
に
関
す
る
条
約
（
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ン
ツ
条
約
」
）
が
、
バ
ー
デ
ン
、
パ
パ
リ
ア
、
 
 

フ
ラ
ン
ス
、
ヘ
ッ
セ
＝
グ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
プ
ロ
シ
ア
の
間
で
署
名
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
、
ラ
イ
 
 

′
柑
〕
 
 

ン
河
そ
の
も
の
に
関
す
る
初
め
て
の
国
際
条
約
で
あ
を
 
こ
の
中
で
、
規
則
履
行
の
た
め
の
組
織
と
ト
て
、
中
央
委
月
会
以
外
に
も
、
 
 

（
川
 
 

同
委
員
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
一
名
の
監
督
長
官
に
加
え
、
河
川
を
四
分
し
た
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
常
駐
す
る
四
名
の
監
督
官
お
よ
び
 
 

徴
税
官
、
そ
の
他
徴
税
所
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
場
所
に
配
置
さ
れ
る
職
員
（
e
m
p
－
O
y
仰
巴
 
の
存
在
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
（
同
条
約
 
 

八
九
条
）
。
監
督
長
官
お
よ
び
監
督
官
は
、
い
ず
れ
も
終
身
で
あ
る
 
（
同
九
五
条
お
よ
び
同
一
〇
一
条
）
。
注
目
す
べ
き
は
、
監
督
長
官
 
 

は
、
中
央
委
月
会
に
対
し
て
忠
誠
を
誓
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
（
同
九
九
条
）
、
そ
の
給
与
は
、
各
国
か
ら
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
賄
 
 

わ
れ
る
 
（
同
九
六
条
）
 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
の
国
家
に
も
従
属
し
な
い
行
政
官
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
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（
2
〇
一
 
 

て
く
る
 

へ
封
一
 
 
 

そ
の
後
、
ラ
イ
ン
河
の
航
行
制
度
は
、
こ
の
マ
イ
ン
ツ
条
約
か
ら
、
今
日
も
通
用
す
る
い
わ
ゆ
る
「
マ
ン
ハ
イ
ム
条
紛
」
 
（
一
八
六
八
 
 

（
2
2
）
 
 

年
一
〇
月
一
七
日
署
名
）
 
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
国
際
河
川
に
設
け
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
委
員
会
に
よ
る
航
 
 

行
の
管
理
運
営
制
度
は
、
そ
の
後
、
た
と
え
ば
、
エ
ル
ベ
 
（
T
八
二
一
年
）
、
ド
ゥ
ロ
 
（
一
八
三
五
年
）
、
ポ
ー
（
一
八
四
九
年
）
、
ダ
ニ
 
 

（
2
3
）
 
ユ
ー
ブ
 
（
一
八
五
六
年
）
、
プ
ル
ト
 
（
一
八
六
六
年
）
 
の
よ
う
な
河
川
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

伽
 
国
際
行
政
連
合
 
 
 

以
上
に
見
た
国
際
河
川
委
員
会
の
発
展
と
並
行
し
て
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
国
際
協
力
の
流
れ
は
、
国
際
行
政
連
合
（
－
n
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
－
 
 

A
d
m
i
コ
i
s
t
r
a
t
i
く
e
U
n
i
O
n
S
＼
P
u
b
－
i
c
－
n
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
－
U
n
i
O
n
S
）
 
と
呼
ば
れ
る
国
家
間
協
力
の
発
展
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
た
と
え
 
 

ば
、
交
通
・
通
信
分
野
に
お
い
て
、
国
際
電
信
連
合
 
（
一
八
六
五
年
、
以
下
カ
ツ
コ
内
は
設
立
年
を
示
す
）
、
一
般
郵
便
連
合
 
（
一
八
七
 
 

四
年
、
の
ち
一
九
七
八
年
に
万
国
郵
便
連
合
と
改
称
）
、
国
際
鉄
道
貨
物
輸
送
連
合
（
一
八
九
〇
年
）
お
よ
び
国
際
無
線
通
信
連
合
（
一
 
 

九
〇
六
年
）
 
が
発
達
し
、
こ
の
よ
う
な
急
速
な
輸
送
手
段
の
発
達
が
疫
病
の
危
険
性
を
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
保
健
・
衛
生
分
野
に
お
 
 

け
る
協
力
が
必
要
と
さ
れ
、
国
際
公
衆
衛
生
事
務
所
（
一
九
〇
三
年
お
よ
び
一
九
〇
七
年
）
 
も
発
達
し
た
。
ま
た
、
産
業
の
発
達
に
よ
 
 

っ
て
、
国
際
度
量
衡
事
務
所
 
（
l
一
八
七
五
年
）
、
国
際
工
業
所
有
権
保
護
連
合
 
（
一
八
八
三
年
）
、
国
際
統
計
事
務
所
 
（
一
九
一
三
年
）
、
 
 

著
作
権
保
護
連
合
 
（
一
八
八
四
年
）
 
お
よ
び
国
際
農
業
協
会
 
（
一
九
〇
五
年
）
 
が
生
ま
れ
た
。
技
術
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
れ
ら
の
国
 
 

〔
2
4
）
 
 

際
行
政
連
合
は
、
一
九
一
四
年
ま
で
に
五
〇
ほ
ど
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
 
 

（
2
5
）
 
 
 

い
く
つ
か
の
代
表
的
な
国
際
行
政
連
合
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
国
際
電
信
連
合
は
、
国
際
電
信
条
約
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
 
 

同
条
約
は
、
一
八
六
五
年
五
月
一
七
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
バ
ー
デ
ン
、
パ
パ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
 
 

ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
プ
ロ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ザ
ク
セ
ン
、
 
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
お
よ
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ペ
ル
グ
の
間
で
パ
リ
に
お
い
て
署
名
さ
れ
た
。
当
初
、
定
例
 
 

九
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ソl 

l
 
O
 
 
 

会
議
は
、
締
約
国
の
首
都
に
お
い
て
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
（
同
条
約
五
六
条
）
、
常
設
の
事
務
局
は
設
け
ら
れ
て
 
 

へ
2
6
一
 
 

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
六
八
年
七
月
二
一
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
署
名
さ
れ
た
改
正
条
約
六
一
条
に
よ
り
、
電
信
行
政
国
際
事
務
所
 
 

（
B
u
r
e
a
u
I
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
d
e
s
A
d
m
i
コ
i
s
t
r
a
t
i
O
n
S
T
巴
m
g
r
a
p
h
i
q
u
e
s
）
 
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
 
 

事
務
所
の
経
費
は
、
全
締
約
国
か
ら
の
拠
出
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
事
務
所
は
、
国
際
電
信
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
の
収
 
 

集
、
料
金
表
の
作
成
、
一
般
統
計
表
の
作
成
、
共
同
利
益
の
た
め
の
調
査
実
施
を
担
い
、
ま
た
、
各
締
約
国
に
そ
れ
ら
の
文
書
の
配
布
 
 

〔
2
7
〕
 
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
最
初
の
国
際
的
な
行
政
事
務
所
で
あ
り
、
国
際
機
構
の
模
範
と
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
得
る
。
 
 

も
っ
と
も
、
実
際
に
こ
の
事
務
所
を
運
営
し
た
の
は
、
ス
イ
ス
の
電
信
当
局
で
あ
っ
た
っ
 
こ
れ
は
、
各
国
代
表
が
ス
イ
ス
に
事
務
所
を
 
 

（
誹
 
 

置
〈
こ
と
を
全
令
二
致
で
決
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
代
表
が
初
代
の
事
務
所
長
に
も
任
命
さ
れ
て
い
た
し
 
 

一
八
七
四
年
一
〇
月
九
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
、
 
 

ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
セ
ル
 
 

ビ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
間
で
ベ
ル
ヌ
に
お
い
て
署
名
さ
れ
た
一
般
郵
便
連
合
の
 
 

設
立
に
関
す
る
条
約
で
は
、
当
初
か
ら
一
般
郵
便
連
合
国
際
事
務
所
（
B
u
r
e
a
u
I
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
d
e
－
）
U
コ
i
O
n
G
晋
腎
a
－
e
d
e
s
P
O
S
t
e
S
）
 
 

の
設
置
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
 
（
同
条
約
一
五
条
）
。
こ
の
事
務
所
は
、
国
際
郵
便
業
務
に
関
わ
る
資
料
を
整
え
て
発
行
・
配
布
す
る
 
 

と
い
う
行
政
事
務
に
加
え
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
紛
争
あ
る
問
題
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
執
行
規
則
の
改
正
要
求
を
検
討
す
る
こ
 
 

と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
（
同
条
）
。
こ
の
一
八
七
四
年
の
条
約
一
八
条
が
予
定
し
て
い
た
通
り
、
そ
の
後
万
国
郵
便
連
合
が
再
結
成
さ
れ
 
 

（
洲
〕
 
た
。
同
連
合
を
設
立
す
る
た
め
に
一
八
七
八
年
六
月
一
日
に
パ
リ
で
署
名
さ
れ
た
条
約
に
お
い
て
は
、
万
国
郵
便
連
合
国
際
事
務
所
（
B
u
r
e
a
u
 
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
d
e
－
〉
U
コ
i
O
n
P
O
S
t
a
－
e
U
n
i
完
r
S
e
ニ
e
）
 
の
名
の
も
と
に
、
事
務
所
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
 
（
同
条
約
一
六
条
）
。
 
 

条
約
上
、
ス
イ
ス
政
府
は
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
条
約
へ
の
加
入
は
、
外
交
手
段
を
通
じ
て
、
ス
イ
ス
政
府
に
 
 

通
知
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
同
一
八
条
）
。
と
り
わ
け
、
同
事
務
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
職
員
の
採
用
、
会
計
検
査
・
 
 
 



815 国際事務局の成立とその発展  

（
3
1
ノ
 
管
理
統
制
、
職
月
に
対
す
る
規
律
権
限
な
ど
に
関
し
て
、
ス
イ
ス
政
府
が
完
全
な
る
行
政
権
を
行
使
し
た
の
で
あ
る
り
 
 
 

主
に
ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
コ
レ
ラ
が
伝
播
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
か
ら
発
達
し
た
国
際
衛
生
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
八
三
〇
 
 

へ
」
」
 
年
に
初
め
て
コ
レ
ラ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
入
し
て
き
て
以
来
、
国
家
間
協
力
に
よ
る
取
組
み
が
実
に
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
 
 

協
力
の
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
、
従
来
の
よ
う
に
個
別
の
疫
痛
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
包
括
し
た
形
で
、
一
九
〇
三
年
一
二
 
 

月
三
日
に
は
、
パ
リ
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
 
 

ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ン
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
 
 

（
3
3
）
 
 

ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
間
で
衛
生
協
定
が
署
名
さ
れ
た
。
同
協
定
一
八
一
条
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
時
宜
を
得
た
と
 
 

判
断
し
た
と
き
に
、
パ
リ
に
お
け
る
国
際
衛
生
事
務
所
 
（
O
f
f
i
c
e
S
a
n
i
t
a
i
r
e
I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
）
 
の
設
置
を
提
案
す
る
こ
と
が
規
定
さ
 
 

れ
て
い
た
じ
 
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
九
日
に
は
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
1
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
ペ
イ
 
 

ン
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ロ
シ
ア
、
ス
イ
ス
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
の
間
で
、
国
際
公
衆
衛
 
 

3
4
㌧
 
 

生
事
務
所
設
置
の
た
め
の
協
定
が
署
名
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
協
定
に
は
、
事
務
所
の
組
織
上
の
詳
細
に
つ
い
て
、
「
国
際
公
衆
衛
生
事
務
 
 

5
 
3
 

所
の
組
織
上
の
地
位
」
と
題
す
る
附
属
書
も
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
国
際
公
衆
衛
生
事
務
所
の
本
部
は
パ
 
 

リ
で
あ
る
（
同
協
定
一
条
お
よ
び
同
附
属
書
l
条
）
。
同
事
務
所
の
主
要
な
目
的
は
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
一
般
的
性
質
を
有
す
る
事
実
 
 

や
文
書
、
な
ら
び
に
、
特
に
、
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
、
黄
熱
病
の
よ
う
な
伝
染
病
お
よ
び
そ
れ
ら
伝
染
病
を
抑
止
す
る
手
段
に
関
す
る
事
 
 

実
や
文
書
を
収
集
し
、
か
つ
参
加
国
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
（
同
附
属
吾
四
条
）
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
同
事
務
所
は
、
締
約
国
 
 

政
府
代
表
か
ら
成
る
委
員
会
（
C
O
m
i
t
恥
）
の
権
限
お
よ
び
統
制
の
も
と
で
任
務
を
遂
行
す
る
（
同
協
定
二
条
）
。
右
の
附
属
書
に
よ
れ
ば
、
 
 

事
務
所
は
、
各
国
の
行
政
に
何
ら
の
干
渉
も
で
き
な
い
と
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
国
家
の
権
力
か
ら
は
独
立
し
て
 
 

い
る
（
同
附
属
書
二
条
）
。
な
お
、
委
月
会
は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
度
は
招
集
さ
れ
、
ま
た
、
同
委
員
会
は
、
三
年
任
期
の
議
長
を
選
 
 

出
す
る
。
（
同
附
属
書
七
条
）
。
 
 

・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
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一
二
 
 

こ
の
国
際
公
衆
衛
生
事
務
所
の
任
務
は
、
委
員
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
一
名
の
局
長
 
（
D
i
r
e
c
t
e
u
r
）
 
お
よ
び
一
名
の
事
務
総
長
 
 
 

（
S
e
c
r
e
t
a
r
y
G
e
n
e
r
a
－
）
な
ら
び
に
事
務
所
運
営
に
必
要
な
人
員
（
a
g
e
n
（
s
）
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
職
 
 

員
の
選
出
と
解
任
に
つ
い
て
は
、
局
長
が
こ
れ
を
行
い
、
局
長
は
そ
れ
を
委
員
会
に
報
告
す
る
（
同
附
属
書
八
条
）
。
こ
の
よ
う
に
、
職
 
 

員
の
任
免
権
が
事
務
所
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
鑑
み
れ
ば
、
今
日
の
国
際
公
務
員
制
度
と
多
少
の
類
似
点
を
見
出
す
こ
と
も
 
 

で
き
る
。
し
か
し
、
本
部
に
一
七
五
名
従
事
し
て
い
た
と
さ
れ
る
、
給
与
を
得
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
す
る
恒
久
職
員
か
ら
成
る
少
数
 
 

集
団
 
－
 
局
長
、
事
務
総
長
、
二
、
三
名
の
技
術
補
佐
員
、
図
書
館
月
、
会
計
担
当
局
、
事
務
月
、
タ
イ
ピ
ス
ト
1
は
、
ご
く
わ
 
 

（
3
6
）
 
 

ず
か
の
例
外
を
除
い
て
、
す
べ
て
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
部
所
在
地
国
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
 
 

か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
傾
向
は
、
同
じ
〈
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
際
農
業
協
会
に
も
見
ら
れ
る
。
同
協
会
の
設
立
は
、
一
九
〇
五
年
六
月
 
 

ふ
翌
 
 

七
日
に
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
四
〇
カ
国
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
国
際
農
業
協
会
設
立
条
紛
に
基
づ
く
。
同
協
会
は
、
ロ
ー
マ
に
設
立
さ
れ
 
 

（
同
条
約
一
条
）
、
稔
会
 
（
A
s
s
e
ヨ
b
】
m
e
g
ぎ
腎
a
】
）
 
と
、
常
設
委
員
会
（
C
O
ヨ
i
蒜
p
e
r
ヨ
a
n
e
t
）
 
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
加
盟
国
代
表
か
 
 

ら
成
る
総
会
（
同
三
条
）
は
、
協
会
の
機
構
お
よ
び
内
部
的
任
務
に
関
し
て
常
設
委
員
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
提
案
の
承
認
を
行
う
。
 
 

さ
ら
に
、
予
算
や
手
続
事
項
に
つ
い
て
も
決
定
権
阻
を
有
す
る
 
（
同
五
条
）
。
常
設
委
員
会
は
、
総
会
の
指
示
お
よ
び
統
制
の
も
と
で
、
 
 

協
会
の
執
行
権
阻
を
付
与
さ
れ
て
い
る
（
同
六
条
）
。
同
委
月
会
は
各
国
政
府
か
ら
成
る
。
し
か
し
、
有
効
定
足
数
一
五
を
下
回
ら
な
い
 
 

こ
と
を
条
件
に
、
あ
る
国
家
代
表
が
他
の
国
家
に
代
表
権
を
付
与
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
同
七
条
）
。
常
設
委
員
会
の
事
務
総
長
（
S
e
c
r
賢
a
i
r
e
・
 
 

G
ぎ
腎
a
－
）
 
が
総
会
の
事
務
局
と
し
て
の
任
務
を
果
た
す
。
ま
た
、
常
設
委
月
会
は
、
そ
こ
で
働
く
職
員
を
任
免
す
る
 
（
同
八
条
）
。
留
 
 

意
す
べ
き
は
、
意
思
決
定
方
式
で
あ
り
、
分
担
金
に
応
じ
て
五
つ
に
カ
テ
ゴ
リ
1
分
け
さ
れ
た
国
家
は
、
多
い
順
に
そ
れ
ぞ
れ
五
葉
か
 
 

ら
〓
宗
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
 
（
同
一
〇
条
）
、
い
わ
ゆ
る
加
重
票
制
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
国
際
農
業
協
会
の
職
員
の
地
位
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
職
員
規
則
二
条
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
職
員
は
、
も
っ
ぱ
ら
事
務
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以
上
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
至
る
国
際
機
構
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
形
で
国
家
間
協
力
が
形
成
さ
れ
、
 
 

そ
の
組
織
の
中
で
任
務
に
従
事
す
る
人
員
の
集
団
が
徐
々
に
現
れ
て
く
る
様
子
を
概
観
し
た
。
当
時
、
平
和
の
維
持
ま
た
は
安
全
保
障
 
 

の
分
野
で
の
協
力
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
国
際
会
議
に
お
い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
常
設
性
を
有
さ
な
い
合
議
体
で
あ
っ
た
に
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
議
の
継
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ハ
ー
グ
会
議
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
な
事
務
局
が
発
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 

ま
た
、
国
際
河
川
に
お
け
る
各
国
の
利
害
調
整
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
国
際
河
川
委
員
会
に
関
し
て
は
、
代
表
的
な
ラ
イ
ン
 
 

河
中
央
委
員
会
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
国
家
の
代
表
で
も
な
い
監
督
長
官
が
通
行
税
の
設
定
お
よ
び
徴
収
の
よ
う
な
管
理
業
 
 

務
の
責
任
を
一
切
負
い
、
ま
た
、
そ
の
業
務
を
補
佐
す
る
た
め
に
、
監
督
官
、
徴
税
官
、
検
察
官
、
検
査
官
、
簿
記
官
の
よ
う
な
種
々
 
 

（
4
2
い
 
 

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
月
が
配
備
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
「
今
で
い
う
『
国
際
公
務
員
制
度
』
の
走
り
」
と
評
さ
れ
 
 

る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
際
行
政
連
合
に
お
い
て
も
、
恒
常
的
に
行
政
事
務
に
携
わ
る
人
月
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
 
 

っ
た
。
し
か
し
、
右
に
見
た
通
り
、
常
設
の
事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
勤
務
す
る
者
の
多
く
は
、
事
務
所
の
所
在
地
 
 

固
か
ら
選
出
さ
れ
た
り
、
そ
の
管
理
の
も
と
に
置
か
れ
る
な
ど
の
形
で
、
当
該
所
在
地
国
の
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
ま
た
 
 

事
実
で
あ
っ
た
。
概
し
て
、
一
加
盟
国
－
－
－
通
常
は
事
務
所
の
所
在
地
回
丁
－
I
が
自
国
の
行
政
事
務
の
範
囲
内
で
問
題
の
処
理
を
任
 
 

一
三
 
 
 

総
長
お
よ
び
自
分
よ
り
上
位
の
責
任
者
の
指
示
を
受
け
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
職
員
が
い
か
な
る
国
家
の
代
表
で
も
な
く
、
そ
の
職
 
 

務
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
い
か
な
る
国
家
権
力
の
指
示
も
求
め
た
り
受
け
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
 
 

（
3
9
）
 
 

り
、
職
員
は
純
粋
に
国
際
的
性
質
を
右
す
る
行
政
的
活
動
を
行
う
機
関
で
あ
る
こ
と
が
、
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
 
 

（
卿
）
 
 

本
部
所
在
地
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
政
府
は
、
国
際
農
業
協
会
自
体
お
よ
び
そ
の
職
員
に
〓
疋
の
侍
権
免
除
を
付
与
し
て
い
た
h
 
こ
れ
ら
 
 

の
こ
と
か
ら
、
職
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
員
の
本
国
政
府
に
よ
る
事
前
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
も
の
の
、
同
協
会
が
最
初
 
 

の
国
際
事
務
局
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
か
c
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〓
 
国
際
連
盟
規
約
の
起
草
 
 
 

第
一
次
大
戦
末
期
の
一
九
一
八
年
一
月
八
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
 
（
W
一
W
i
】
s
O
n
）
 
大
統
領
が
議
会
に
向
け
て
「
一
凶
力
 
 

条
（
F
O
u
r
t
e
e
n
P
O
i
n
t
s
）
」
を
発
表
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
最
終
項
に
お
い
て
、
大
小
す
べ
て
の
国
家
の
政
治
的
独
立
と
領
土
 
 

〓
 
 

保
全
を
相
互
に
保
障
す
る
た
め
に
、
特
別
な
規
約
に
よ
り
一
般
的
諸
国
適
合
を
設
立
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
際
連
盟
規
 
 

約
の
起
草
が
本
格
化
す
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
連
盟
規
約
起
草
会
議
に
お
い
て
は
、
事
務
局
に
関
す
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
変
更
さ
れ
 
 

な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
会
議
開
催
以
前
に
、
連
盟
事
務
局
に
関
す
る
規
定
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
見
て
お
く
必
要
が
 
 

あ
ろ
、
つ
〔
 
 
 

二
凶
 
 
 

さ
れ
た
り
、
そ
の
事
務
所
所
在
地
国
 
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
加
盟
国
）
 
が
、
国
際
的
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
特
定
の
 
 

任
期
を
定
め
て
、
自
国
の
公
務
員
を
当
該
事
務
所
に
送
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
事
務
所
で
勤
務
す
る
職
員
は
、
国
家
へ
の
忠
誠
義
務
 
 

（
a
】
】
e
g
i
a
n
c
e
）
と
い
う
不
断
の
絆
に
よ
っ
て
本
国
行
政
府
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
本
国
政
府
に
従
属
さ
え
し
て
い
た
の
 
 

（
眉
）
 
 

で
あ
る
。
と
は
い
、
え
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
際
公
衆
衛
生
事
務
所
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
 
 

職
員
の
任
免
を
国
家
で
は
な
く
行
政
の
長
が
行
う
と
い
う
点
、
あ
る
い
は
、
国
際
農
業
協
会
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
職
員
が
い
か
な
る
 
 

国
家
の
代
表
で
も
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
事
務
総
長
や
上
司
か
ら
の
指
示
に
従
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
日
の
国
際
公
務
月
制
 
 

度
に
向
か
う
重
要
な
萌
芽
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
匡
l
際
機
構
の
萌
芽
的
段
階
に
お
い
て
見
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
特
徴
が
い
か
に
そ
の
後
反
映
さ
れ
、
今
日
の
国
 
 

際
公
務
員
制
度
が
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
G
 
次
に
、
国
際
連
盟
事
務
局
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

三
 
国
際
事
務
局
の
成
立
と
そ
の
盛
衰
－
－
－
国
際
連
盟
事
務
局
の
成
立
と
そ
の
終
焉
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訓  

6 

5
 
 
 

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
努
力
に
よ
る
一
九
一
八
年
三
月
二
〇
日
の
フ
ィ
リ
モ
ア
 
（
W
．
G
．
F
．
P
h
i
≡
m
O
r
e
）
 
案
や
同
年
六
月
八
日
の
フ
 
 

4
」
 
 

ラ
ン
ス
政
府
案
に
は
、
事
務
局
に
関
す
る
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
頼
み
と
し
た
ハ
ウ
ス
舌
O
u
S
e
）
 
 

7
 
4
）
 

ノ
轡
 
 

大
佐
に
よ
っ
て
同
年
七
月
一
六
日
に
提
出
さ
れ
た
案
に
は
、
事
務
局
に
関
す
る
発
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
直
接
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
 
 

r
姻
＼
 
 

い
。
当
初
は
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
作
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
第
一
草
案
の
二
条
に
、
「
代
表
団
は
、
そ
の
 
 

事
務
的
機
関
 
す
i
コ
i
s
t
e
r
i
a
－
a
g
e
コ
C
y
）
 
と
し
て
、
事
務
局
を
組
織
す
る
」
と
の
一
節
を
見
出
せ
る
の
み
で
あ
る
し
 
 
 

看
過
で
き
な
い
の
は
、
そ
の
後
一
九
二
八
年
一
二
月
一
六
日
に
提
出
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
南
ア
防
衛
粕
ス
マ
リ
ツ
 
（
J
．
C
一
S
m
u
t
s
）
 
 

将
軍
の
提
案
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
提
案
は
、
「
理
事
会
は
、
そ
の
議
事
錨
や
記
録
を
保
管
 
 

し
、
そ
の
す
べ
て
の
連
絡
を
行
い
、
か
つ
、
理
事
会
の
会
合
の
合
間
に
必
要
な
す
べ
て
の
調
整
を
行
う
常
設
事
務
局
と
職
員
を
設
置
す
 
 
 

る
」
と
述
べ
る
っ
 
こ
の
常
設
事
務
局
や
職
員
を
任
命
す
る
の
は
理
事
会
と
さ
れ
た
り
 
郵
便
、
電
信
、
衛
生
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
条
 
 

約
上
の
取
極
に
従
っ
て
国
際
的
任
務
を
遂
行
す
る
国
際
的
行
政
機
関
（
i
コ
t
e
r
コ
a
t
i
O
コ
a
－
a
d
m
i
コ
i
s
t
r
a
t
i
扁
b
O
d
i
e
s
）
は
、
理
事
会
の
下
 
 

に
置
か
れ
、
そ
の
必
要
な
行
政
的
調
整
を
行
い
統
制
す
る
の
が
常
設
の
職
員
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
か
じ
こ
こ
に
は
、
一
般
的
 
 

事
項
を
扱
う
連
盟
の
下
に
、
専
門
的
・
技
術
的
国
際
機
構
を
置
い
て
問
題
を
処
理
す
る
い
わ
ゆ
る
集
権
論
の
立
場
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
 
 

行
政
事
務
を
連
盟
事
務
局
職
員
が
担
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
ス
マ
ッ
ツ
案
に
は
、
巨
大
な
行
政
機
構
の
設
置
が
構
想
さ
れ
て
い
た
 
 

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
ウ
 
 
 

ニ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
案
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
事
務
局
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
〔
一
た
と
え
ば
、
一
九
一
九
年
一
月
一
〇
 
 

H
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
二
案
お
よ
び
同
二
〇
日
の
第
三
案
に
は
、
執
行
理
事
会
（
E
莞
C
u
t
i
扁
C
O
u
n
C
i
－
）
が
常
設
事
務
局
お
よ
び
職
員
を
 
 

2
 
 

¶
5
）
 
 

任
命
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
、
一
四
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
セ
シ
ル
（
R
．
C
e
c
i
－
）
か
ら
出
さ
れ
た
実
に
は
、
 
 

常
設
事
務
局
の
必
要
性
と
事
務
総
長
（
G
e
コ
e
r
a
－
S
e
c
r
e
t
a
r
y
）
ま
た
は
行
政
長
官
（
C
h
a
コ
C
e
〓
O
r
）
が
大
国
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
 
 

と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
連
盟
の
職
員
お
よ
び
彼
ら
が
集
ま
る
建
物
に
は
特
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
 
 

一
五
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n
 
国
際
事
務
局
に
向
け
た
努
力
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
連
盟
規
約
に
お
い
て
、
事
務
局
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
り
 
こ
の
規
定
は
、
原
案
か
ら
ほ
 
 

〈
舗
）
 
 

と
ん
ど
議
論
な
く
少
し
の
用
語
上
の
変
更
の
み
が
施
さ
れ
て
採
択
さ
れ
た
と
い
え
る
。
 
 
 

連
盟
規
約
六
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
っ
 
 

一
六
 
 
 

3
 
 

へ
5
 
 た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
同
二
七
日
に
提
出
さ
れ
た
セ
ン
ル
と
そ
の
法
律
顧
問
ミ
ラ
ー
（
D
一
H
．
M
i
ニ
e
r
）
 
と
の
合
同
案
で
は
、
執
行
 
 

理
事
会
が
常
設
事
務
局
と
職
員
を
任
命
し
、
事
務
局
は
連
盟
の
行
政
長
官
の
一
般
的
統
制
お
よ
び
指
示
の
も
と
に
服
す
る
こ
と
が
定
め
 
 

4
ノ
 
 

ハ
5
 
 

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
ハ
ー
ス
ト
 
（
C
．
H
u
r
s
t
）
 
と
ミ
ラ
ー
の
二
人
が
調
整
を
重
 
 

ね
、
規
約
起
草
の
た
め
の
第
一
回
国
際
連
盟
委
員
会
（
C
O
m
m
i
s
s
i
O
n
O
f
t
h
e
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
コ
S
）
 
に
提
出
し
た
提
案
に
は
、
「
事
 
 

「
∬
」
 
 

務
局
に
は
、
連
盟
行
政
長
官
の
一
般
的
指
示
及
び
統
制
の
下
に
、
必
要
な
る
事
務
官
（
s
e
c
r
e
t
a
r
i
e
s
）
及
び
属
員
（
s
t
a
f
f
）
を
置
き
、
 
 

連
盟
行
政
長
官
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。
行
政
長
官
は
、
代
表
団
（
B
O
d
y
O
f
D
e
－
e
g
a
t
e
s
）
又
は
執
行
理
事
会
の
す
べ
て
の
会
合
に
お
い
 
 

「
 
5
 

て
長
官
 
（
S
e
c
r
e
t
a
r
y
）
 
と
し
て
行
動
す
る
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
「
行
政
長
官
」
、
「
代
表
団
」
、
「
執
 
 

行
理
事
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
事
務
捻
長
」
、
「
捻
会
」
、
「
理
事
会
」
と
す
る
用
語
上
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
、
事
務
局
に
関
す
る
規
定
 
 

「
J
 
 

は
、
国
際
連
盟
委
員
会
に
お
い
て
、
大
幅
な
変
更
の
な
い
ま
ま
採
択
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 

第
六
条
一
常
設
連
盟
事
務
局
ハ
、
連
盟
本
部
所
在
地
二
之
ヲ
設
置
ス
。
連
盟
事
務
局
ニ
ハ
、
事
務
総
長
一
名
並
必
要
ナ
ル
事
務
 
 
 

官
及
属
月
ヲ
置
ク
。
 
 

二
 
第
一
次
ノ
事
務
総
長
ハ
、
附
属
書
二
之
ヲ
指
定
シ
、
爾
後
ノ
事
務
総
長
ハ
、
連
盟
総
会
過
半
数
ノ
同
意
ヲ
以
テ
連
盟
理
事
会
之
 
 
 

ヲ
任
命
ス
。
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こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
事
務
総
長
お
よ
び
事
務
局
職
員
の
身
分
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
二
項
と
三
項
の
任
用
に
関
す
る
規
定
 
 

の
み
で
あ
り
、
連
盟
規
約
に
は
、
こ
れ
以
外
に
特
段
の
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
国
際
連
盟
事
務
局
は
、
実
際
に
、
い
か
に
 
 

し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

初
代
事
務
総
長
ド
ラ
モ
ン
ド
（
E
．
D
r
u
m
ヨ
O
n
d
）
は
、
一
九
一
九
年
四
月
に
事
務
総
長
の
職
に
任
命
さ
れ
た
と
き
、
事
務
局
を
い
か
 
 

に
構
成
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
二
つ
の
相
対
立
す
る
考
え
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
は
、
戦
時
、
各
国
代
表
か
ら
成
る
組
織
が
 
 

構
成
さ
れ
そ
れ
が
奏
効
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
連
盟
事
務
局
も
、
す
べ
て
の
連
盟
加
盟
国
の
代
表
す
る
機
関
で
あ
る
べ
き
と
い
う
考
え
 
 

で
あ
り
、
他
方
は
、
真
の
国
際
公
務
月
制
度
－
－
－
も
っ
ぱ
ら
連
盟
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
自
国
政
府
の
代
表
で
な
く
当
該
政
府
に
責
任
も
 
 

負
わ
な
い
事
務
官
 
－
 
の
設
置
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
こ
れ
が
ド
ラ
モ
ン
ド
自
身
の
腹
案
で
も
あ
っ
た
。
結
局
、
事
務
局
設
立
の
準
備
 
 

に
当
た
っ
た
設
立
委
員
会
 
（
O
r
g
a
コ
i
s
a
t
i
O
コ
C
O
ヨ
ヨ
i
t
t
e
e
）
 
が
、
「
幸
い
に
も
」
全
会
一
致
で
後
者
の
立
場
を
採
用
し
た
と
、
ド
ラ
モ
 
 

9
 
 

5
 
 

ン
ド
は
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
彼
は
、
事
務
局
の
予
算
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
中
、
事
務
局
が
な
す
べ
き
作
業
計
画
と
そ
の
構
 
 

成
を
案
出
し
た
。
二
～
四
名
の
副
事
務
総
長
（
D
e
p
u
t
y
S
e
c
r
e
t
a
r
i
e
s
・
G
e
コ
e
r
a
ニ
ま
た
は
事
務
次
長
補
（
A
s
s
i
s
t
a
コ
t
S
e
c
r
e
t
a
r
i
e
s
・
 
 

G
e
n
e
r
a
－
）
 
－
 
初
代
の
事
務
次
長
補
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ス
デ
ィ
ッ
ク
（
R
．
F
O
S
d
i
c
k
）
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ネ
 
 

（
1
．
M
O
n
コ
e
t
）
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
チ
ロ
ッ
テ
ィ
（
D
．
A
コ
Z
i
l
O
t
t
i
）
、
日
本
の
新
渡
戸
稲
造
 
－
 
を
置
き
、
そ
の
下
部
に
各
局
長
を
配
 
 

置
し
た
。
そ
の
局
と
は
、
委
任
統
治
局
、
経
済
財
政
局
、
運
輸
通
信
局
、
麻
薬
取
引
や
女
性
売
買
の
よ
う
な
問
題
を
処
理
す
る
社
会
問
 
 

題
局
、
理
事
会
を
補
佐
し
て
紛
争
や
国
境
問
題
な
ど
を
処
理
す
る
政
治
局
、
常
設
司
法
裁
判
所
の
設
立
を
準
備
し
、
す
べ
て
の
条
約
を
 
 

一
七
 
 
 

三
 
連
盟
事
務
局
ノ
事
務
官
及
属
月
ハ
、
連
盟
理
事
会
ノ
同
意
ヲ
以
テ
、
事
務
総
長
之
ヲ
任
命
ス
。
 
 

四
 
事
務
総
長
ハ
、
連
盟
総
会
及
連
盟
理
事
会
ノ
一
切
ノ
会
議
二
於
テ
、
其
ノ
資
格
ニ
テ
行
動
ス
。
 
 

五
 
連
盟
ノ
経
費
ハ
、
連
盟
絵
会
ノ
決
定
ス
ル
割
合
二
従
ヒ
、
連
盟
国
之
ヲ
負
担
ス
レ
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一
八
 
 
 

登
録
・
公
表
し
、
国
際
法
の
問
題
に
つ
き
連
盟
に
一
般
的
助
言
を
行
う
法
務
局
、
お
よ
び
、
連
盟
と
連
携
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
 
 

る
多
く
の
既
存
の
国
際
団
体
と
の
関
係
を
担
当
す
る
国
際
事
務
所
（
I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
B
弓
e
a
亡
ユ
担
当
局
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ザ
ー
 
 

ル
統
治
委
月
会
や
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
高
等
弁
務
官
の
任
務
に
関
わ
る
施
政
委
員
会
担
当
局
、
中
東
欧
に
お
け
る
少
数
者
保
護
の
た
め
の
少
数
 
 

者
担
当
局
も
擁
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
公
文
書
に
関
し
て
責
任
を
負
う
管
理
官
、
司
書
お
よ
び
登
録
官
、
翻
訳
官
お
よ
び
通
訳
官
な
ら
 
 

び
に
広
報
局
も
加
え
ら
れ
た
。
連
盟
の
萌
芽
的
段
階
に
お
い
て
、
ド
ラ
モ
ン
ド
が
予
定
し
た
事
務
局
の
構
成
に
関
わ
る
こ
れ
ら
す
べ
て
 
 

（
6
0
〕
 
 

は
、
実
に
連
盟
初
期
か
ら
一
九
三
九
年
の
連
盟
末
期
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
 
 

公
務
員
で
あ
っ
た
初
代
事
務
総
長
ド
ラ
モ
ン
ド
の
努
力
が
国
際
連
盟
の
行
政
機
構
の
構
築
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
多
大
な
影
響
を
与
 
 

え
た
こ
と
は
、
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 
 

さ
て
、
前
例
の
な
い
作
業
に
取
組
ん
だ
ド
ラ
モ
ン
ド
の
努
力
と
併
せ
て
、
事
務
局
の
設
置
に
関
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
一
九
 
 

二
〇
年
」
ハ
月
に
イ
ギ
リ
ス
代
表
バ
ル
ブ
ォ
ア
 
（
A
．
J
．
B
a
－
f
O
u
r
）
 
が
理
事
会
に
提
出
し
た
報
告
書
 
（
以
下
、
「
パ
ル
フ
ォ
ア
報
告
書
」
）
 
 

で
あ
ろ
う
。
同
報
告
書
は
い
う
っ
「
条
約
の
文
言
に
よ
り
、
職
員
の
選
出
義
務
は
事
務
総
長
に
あ
り
、
そ
れ
を
承
認
す
る
義
務
が
理
事
会
 
 

に
あ
る
。
職
員
を
任
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
事
務
総
長
は
、
第
一
に
、
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
特
定
の
任
務
に
最
も
過
し
た
男
女
を
確
 
 

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
、
種
々
の
国
家
か
ら
職
員
を
選
出
す
る
と
い
う
多
大
な
重
要
性
を
考
慮
す
る
必
 
 

要
が
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
、
い
か
な
る
一
国
ま
た
は
国
家
集
団
も
、
こ
の
国
際
組
織
へ
の
人
材
（
ヨ
a
t
e
r
i
a
－
）
の
提
供
を
独
占
す
る
べ
き
 
 

で
は
な
い
。
．
私
は
、
『
国
際
的
（
i
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
）
』
と
い
う
語
を
強
調
す
る
。
と
い
う
の
も
、
事
務
局
職
員
は
、
ひ
と
た
び
任
用
さ
れ
れ
 
 

ば
も
は
や
自
国
の
奉
仕
者
で
は
な
く
、
そ
の
間
は
国
際
連
盟
の
み
の
奉
仕
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
任
務
は
、
国
家
的
な
も
の
で
は
な
 
 

く
、
国
際
的
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
既
述
の
よ
う
に
、
職
員
は
、
国
家
の
任
務
で
は
な
〈
国
際
的
任
務
を
負
う
。
い
か
な
る
こ
と
が
あ
 
 

二
 
 

∴
n
 
 

っ
て
も
、
そ
の
国
際
的
忠
誠
と
い
う
意
味
が
弱
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
 
 
 

こ
の
文
書
は
、
事
務
局
職
月
が
自
国
に
対
し
て
で
は
な
く
、
機
構
に
対
し
て
の
み
国
際
的
責
任
を
負
う
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
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点
で
画
期
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
事
務
局
職
月
の
法
的
地
位
や
身
分
保
障
の
基
本
原
則
と
し
て
、
そ
の
後
の
指
針
に
な
っ
た
と
い
っ
 
 

て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

っ
。
て
 
 
 

6
 
 
 

翌
年
五
月
七
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
 
（
G
一
N
O
b
－
e
ヨ
a
i
r
e
）
 
が
議
長
を
務
め
る
調
査
委
員
会
の
報
告
書
（
以
下
、
 
 

「
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
」
）
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
国
際
連
盟
事
務
局
お
よ
び
国
際
労
働
事
務
局
の
組
織
の
あ
り
方
に
 
 

つ
い
て
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
職
員
に
対
し
て
、
給
与
な
ど
の
経
済
的
問
題
や
昇
任
な
ど
の
契
約
条
件
に
関
し
て
、
安
 
 

定
し
た
身
分
保
障
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
そ
の
後
、
総
会
第
四
委
員
会
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
同
じ
年
の
一
 
 

二
h
＼
 
 

○
月
一
日
の
第
二
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
。
事
務
局
運
営
の
細
部
に
ま
で
わ
た
る
こ
の
報
告
書
は
、
事
務
局
の
行
財
政
枠
組
み
の
原
則
 
 

．
6
4
）
 
 

を
含
む
一
種
の
 
「
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
」
 
で
あ
っ
た
。
 
 
 

連
盟
事
務
局
職
月
に
関
し
て
、
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
は
、
ま
ず
、
給
与
に
つ
い
て
、
二
国
政
府
に
お
け
る
同
等
の
業
務
に
支
払
 
 

わ
れ
る
給
与
と
の
比
較
に
お
い
て
、
当
時
最
も
高
額
の
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
公
務
員
制
度
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
と
 
 

同
等
の
給
与
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
連
盟
事
務
局
の
職
に
就
〈
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
と
述
 
 

′
 
 

ベ
、
そ
の
よ
う
に
算
出
し
た
詳
細
な
附
表
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
の
趣
旨
は
、
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
の
一
 
 

6
6
）
 
 

三
人
委
員
会
報
告
書
（
R
e
p
O
r
t
O
f
t
h
e
C
O
m
m
i
t
t
e
e
O
f
T
h
i
r
t
e
e
n
）
 
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
勤
務
条
件
に
関
し
て
、
ノ
 
 

7
）
 
 

ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
今
や
、
契
約
の
明
確
な
条
件
－
 
現
在
、
能
率
を
減
じ
良
心
と
義
務
へ
の
 
 

専
心
を
損
な
う
傾
向
に
あ
る
本
来
の
不
安
感
か
ら
職
月
を
保
護
す
る
条
件
 
－
 
が
、
で
き
る
限
り
遅
滞
な
く
、
一
国
の
政
府
省
庁
で
任
 
 

用
さ
れ
る
老
を
模
範
と
し
て
、
職
員
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
暗
が
き
て
い
る
。
事
務
局
の
全
般
的
に
良
好
な
運
営
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
 
 

6
 
 

れ
る
こ
の
改
革
の
即
時
の
実
現
を
勧
告
す
る
…
…
。
」
こ
こ
で
は
、
勤
務
条
件
を
直
ち
に
明
確
に
す
る
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
実
際
に
、
職
員
規
則
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
一
九
二
一
年
六
月
に
「
国
際
事
務
局
職
員
暫
定
規
程
」
が
発
行
さ
れ
て
い
た
と
こ
 
 

ろ
、
そ
の
後
は
、
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
に
よ
る
右
の
勧
告
を
受
け
て
、
規
則
も
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
職
員
規
則
が
最
初
 
 

一
九
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臼
 
国
際
労
働
事
務
局
の
成
立
 
 
 

国
際
連
盟
事
務
局
と
併
せ
て
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
際
労
働
機
関
 
（
以
下
、
I
L
O
）
 
に
設
け
ら
れ
た
国
際
労
 
 

働
事
務
局
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
I
L
O
の
設
立
は
、
国
際
連
盟
の
そ
れ
と
同
様
、
一
九
一
九
年
 
（
六
月
二
八
日
署
名
）
 
の
ベ
ル
サ
 
 

イ
ユ
条
約
に
よ
る
。
同
条
約
の
「
労
働
」
と
題
す
る
第
一
三
編
は
、
I
L
O
の
機
構
に
関
す
る
第
一
節
（
三
八
七
条
1
四
二
六
条
）
と
、
 
 

国
際
連
盟
加
盟
国
の
社
会
政
策
の
指
針
と
な
る
一
般
原
則
I
－
「
労
働
憲
章
」
！
を
述
べ
た
第
二
節
（
四
二
七
条
）
か
ら
成
る
。
こ
 
 

「
醐
）
 
 

の
第
一
三
編
は
、
一
九
一
九
年
と
一
九
二
〇
年
に
結
ば
れ
た
他
の
平
和
条
約
に
も
挿
入
さ
れ
た
。
 
 
 

二
〇
 
 
 

に
完
全
な
も
の
と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
は
一
九
三
二
年
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
に
出
さ
れ
た
も
の
を
最
後
に
、
加
除
式
の
体
裁
が
と
ら
れ
 
 

る
こ
と
と
な
っ
た
。
因
み
に
、
職
員
規
則
（
一
九
四
五
年
版
）
一
条
に
よ
れ
ば
、
「
国
際
連
盟
事
務
局
の
職
員
は
も
っ
ば
ら
国
際
的
職
員
 
 

で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
国
家
的
な
も
の
で
な
く
国
際
的
な
も
の
で
あ
る
。
職
月
は
、
任
命
を
受
諾
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
連
盟
の
利
 
 

益
の
み
の
た
め
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
、
か
つ
、
そ
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。
職
月
は
、
事
務
総
長
の
権
限
に
服
し
、
そ
 
 

の
職
務
を
果
す
に
当
っ
て
は
事
務
総
長
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
…
…
職
長
は
、
い
か
な
る
政
府
か
ら
も
又
は
国
際
連
盟
事
務
局
以
外
 
 

の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
又
は
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
連
盟
規
約
六
条
は
、
起
草
時
か
ら
さ
ほ
ど
大
き
な
議
論
も
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 

そ
こ
に
は
、
常
設
の
事
務
局
と
職
月
を
設
置
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
事
務
総
長
や
職
月
の
法
的
地
位
に
関
 
 

す
る
何
ら
の
詳
し
い
規
定
も
設
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
国
際
事
務
局
と
し
て
の
連
盟
事
務
局
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
す
で
に
見
た
よ
 
 

う
に
、
む
し
ろ
連
盟
設
立
後
に
、
初
代
事
務
総
長
ド
ラ
モ
ン
ド
の
努
力
や
、
連
盟
に
提
出
さ
れ
た
パ
ル
フ
ォ
ア
報
告
書
、
ノ
ー
ブ
ル
メ
 
 

ー
 ル
報
告
書
、
一
三
人
委
員
会
報
告
書
、
さ
ら
に
は
、
職
員
規
則
と
い
っ
た
種
々
の
文
書
に
基
づ
い
て
、
徐
々
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
 
 

も
の
と
い
え
よ
う
。
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国
際
労
働
事
務
局
と
国
際
連
盟
は
、
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
た
と
え
ば
、
国
際
連
盟
原
加
盟
国
が
I
L
O
の
原
加
盟
国
と
な
る
 
（
ベ
 
 

ル
サ
イ
ユ
条
約
三
八
七
条
）
し
、
国
際
労
働
事
務
局
も
、
国
際
連
盟
の
一
部
を
成
す
も
の
と
し
て
国
際
連
盟
の
本
部
に
設
け
ら
れ
る
（
同
 
 

条
約
三
九
二
条
）
。
ま
た
、
I
L
O
の
総
会
と
理
事
会
の
会
議
お
よ
び
国
際
労
働
事
務
局
の
経
費
は
、
連
盟
か
ら
賄
わ
れ
る
（
同
条
約
三
 
 

九
九
条
）
。
加
盟
国
が
採
択
し
た
勧
告
や
条
約
お
よ
び
批
准
さ
れ
た
条
約
は
、
連
盟
事
務
総
長
に
寄
託
さ
れ
（
同
条
約
四
〇
五
お
よ
び
四
 
 

〇
六
条
）
、
当
該
条
約
に
関
す
る
紛
争
解
決
に
関
し
て
は
、
連
盟
事
務
総
長
に
審
査
委
月
会
の
選
任
権
限
が
あ
り
（
同
条
約
四
一
二
条
）
、
 
 

ま
た
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
 
（
同
条
約
四
一
五
条
）
。
 
 
 

他
方
、
こ
の
よ
う
に
国
際
連
盟
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
も
、
I
L
O
は
自
律
的
な
機
構
で
も
あ
っ
た
。
設
立
当
初
の
理
事
会
 
 

の
覚
書
は
、
国
際
連
盟
と
I
L
O
ま
た
は
そ
の
事
務
局
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
っ
「
国
際
労
働
事
務
局
は
、
自
律
的
機
構
 
 

と
見
な
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
平
和
条
約
に
由
来
す
る
一
団
の
国
際
組
織
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
 
 

な
い
。
国
際
労
働
事
務
局
は
、
そ
の
財
政
的
地
位
お
よ
び
一
定
の
司
法
的
ま
た
は
政
治
的
手
続
に
よ
っ
て
、
国
際
連
盟
お
よ
び
そ
の
事
 
 

務
局
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
国
際
連
盟
は
、
I
L
O
の
財
務
省
で
あ
り
か
つ
法
務
省
な
の
で
あ
る
。
若
干
の
業
務
（
広
報
、
翻
訳
）
 
 

は
協
力
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
際
会
議
と
事
務
局
を
備
え
た
常
設
の
I
L
O
は
、
完
全
な
る
も
の
で
あ
り
、
自
律
的
な
る
 
 

〕
 
 

実
体
を
有
す
る
の
で
あ
脊
」
 
 
 

で
は
、
こ
の
よ
う
に
連
盟
と
離
れ
二
疋
の
自
律
性
を
有
す
る
I
L
O
に
設
け
ら
れ
た
国
際
労
働
事
務
局
は
、
い
か
な
る
性
質
を
有
し
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
三
九
四
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
国
際
労
働
事
務
局
に
事
務
局
長
を
置
く
。
国
際
労
働
 
 

事
務
局
の
事
務
局
長
（
D
i
r
e
c
t
O
r
）
は
、
理
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
且
つ
、
理
事
会
の
指
示
の
下
で
、
国
際
労
働
事
務
局
の
能
率
的
 
 

な
運
営
及
び
他
の
委
託
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
任
務
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
事
務
局
長
又
は
そ
の
代
理
者
は
、
理
事
会
の
す
べ
て
の
会
 
 

合
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
ま
た
、
同
条
約
三
九
五
条
は
、
「
国
際
労
働
事
務
局
の
職
員
は
、
事
務
局
長
が
任
命
す
る
。
事
務
 
 

局
長
は
、
事
務
局
の
業
務
の
能
率
を
充
分
に
考
慮
し
っ
つ
で
き
る
限
り
、
国
籍
の
異
な
る
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
 
 

二
一
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二
二
 
 
 

の
者
の
う
ち
の
若
干
人
は
、
婦
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
 

l
■
 
 
 

連
盟
規
約
同
様
、
こ
こ
に
は
詳
細
規
定
は
な
い
。
事
務
局
の
実
際
の
設
置
に
際
し
て
は
、
連
盟
に
お
け
る
ド
ラ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
、
 
 

フ
ラ
ン
ス
の
元
軍
需
大
臣
で
あ
っ
た
初
代
事
務
局
長
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ト
ー
マ
 
（
A
】
b
e
r
t
T
h
O
ヨ
a
S
）
 
が
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
と
 
 

い
え
る
。
彼
は
、
副
事
務
局
長
（
D
e
p
u
t
y
・
D
i
r
e
c
t
O
r
）
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
（
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
型
一
四
条
に
基
づ
き
I
L
O
設
立
 
 

〓
∵
二
 
 

準
備
の
た
め
に
開
か
れ
た
会
議
）
で
事
務
総
長
を
務
め
た
バ
ト
ラ
ー
（
H
．
B
．
B
u
t
－
e
r
）
を
就
け
、
ま
ず
少
数
の
職
員
を
募
っ
か
。
ま
 
 

た
、
組
織
は
、
国
際
会
議
開
催
準
備
の
た
め
の
外
交
局
 
（
D
i
p
】
○
ヨ
a
t
i
〔
D
e
p
a
r
t
ヨ
e
n
t
）
 
と
、
情
報
収
集
や
そ
の
頒
布
を
行
う
科
学
局
 
 

へ
7
3
〕
 
 

（
S
c
i
e
n
t
i
f
i
c
D
e
p
a
r
t
ヨ
e
n
t
）
お
よ
び
対
外
関
係
や
宣
伝
活
動
を
行
う
政
治
局
（
P
O
－
i
t
i
c
a
－
D
e
p
a
r
t
ヨ
e
n
t
）
に
大
き
く
分
け
ら
れ
た
。
 
 

先
述
の
パ
ル
フ
ォ
ア
報
告
書
に
述
べ
ら
れ
た
原
則
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
っ
た
彼
は
、
I
L
O
職
員
が
も
っ
ぱ
ら
国
際
的
性
質
を
有
す
 
 

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
努
力
し
た
。
彼
は
、
職
員
の
選
任
の
多
〈
を
競
争
試
験
に
基
づ
か
せ
、
一
貫
し
て
高
い
水
準
の
能
力
を
有
す
る
 
 

職
員
を
維
持
し
た
。
他
方
で
、
職
員
と
頻
繁
に
対
話
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
官
僚
制
が
行
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
も
成
功
 
 

‥
7
4
 
 

し
た
と
い
わ
れ
る
＝
 
 
 

先
に
述
べ
た
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
も
、
国
際
労
働
事
務
局
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
職
月
 
 

の
採
用
に
関
し
て
、
連
盟
事
務
局
同
様
、
事
務
局
以
外
か
ら
選
ば
れ
る
事
務
局
長
お
よ
び
副
事
務
局
長
の
よ
う
な
最
高
位
の
職
や
、
現
 
 

地
採
用
の
日
常
事
務
を
行
う
職
員
、
タ
イ
ピ
ス
ト
な
ど
下
位
に
属
す
る
職
員
を
除
き
、
職
員
は
一
般
に
、
国
際
的
に
採
用
さ
れ
、
長
期
 
 

5
 

〔
7
）
 
 

の
契
約
を
付
与
さ
れ
る
べ
き
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
報
告
書
は
、
国
際
労
働
事
務
局
に
お
い
て
は
、
連
盟
事
務
局
以
上
に
、
 
 

独
自
の
恒
久
職
員
に
終
身
的
地
位
（
t
e
n
亡
r
e
）
を
確
保
す
る
必
要
を
説
く
。
と
い
う
の
も
、
連
盟
事
務
局
に
お
い
て
は
、
一
国
の
公
務
員
、
 
 

特
に
外
務
公
務
自
を
短
期
間
借
り
る
ニ
O
a
n
）
こ
と
で
業
務
が
行
え
る
一
方
で
、
労
働
行
政
に
長
期
の
経
験
を
有
す
る
者
に
は
、
国
際
労
 
 

働
事
務
局
で
職
務
遂
行
可
能
な
言
語
能
力
に
乏
し
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
労
働
事
務
局
の
業
務
の
性
質
 
 

上
、
職
員
に
は
、
長
期
の
訓
練
と
高
度
の
専
門
的
問
題
へ
の
撤
密
な
応
用
力
が
望
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
職
月
の
採
用
に
際
し
て
最
も
考
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国
際
連
盟
行
政
裁
判
所
の
設
立
 
 
 

国
際
連
盟
の
歴
史
の
中
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
行
政
裁
判
所
の
設
立
で
あ
る
。
今
日
複
数
の
国
際
機
構
に
は
、
職
月
の
身
分
保
障
 
 

を
行
う
た
め
の
常
設
の
行
政
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
囁
矢
で
あ
る
国
際
連
盟
行
政
裁
判
所
の
設
立
は
、
職
月
の
権
利
の
司
 
 

法
的
救
済
を
実
現
し
た
と
い
う
点
で
、
国
際
公
務
月
の
身
分
保
障
制
度
の
歴
史
に
お
い
て
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
▼
慰
 
 
 

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
際
連
盟
行
政
裁
判
所
は
、
国
際
連
盟
の
設
立
当
初
か
ら
設
置
さ
 
 

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
、
連
盟
事
務
局
ま
た
は
国
際
労
働
事
務
局
の
職
員
で
、
五
年
以
上
の
任
期
を
 
 

有
す
る
者
が
解
任
さ
れ
た
場
合
、
当
該
職
員
は
、
連
盟
理
事
会
ま
た
は
国
際
労
働
理
事
会
に
不
服
を
申
立
て
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
、
 
 

（
開
）
 
 

第
一
回
連
盟
総
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
連
盟
理
事
会
に
申
立
が
な
さ
れ
た
例
と
し
て
モ
ノ
（
M
O
ロ
O
d
）
 
 

事
件
が
挙
げ
ら
れ
る
り
本
件
は
行
政
裁
判
所
設
置
の
契
機
に
も
な
っ
た
重
要
な
事
件
で
あ
る
の
で
、
こ
の
事
件
と
そ
れ
に
続
く
一
連
の
 
 

二
三
 
 
 

慮
す
べ
き
は
、
候
補
者
の
能
力
と
専
門
知
識
な
の
で
あ
っ
て
、
連
盟
事
務
局
以
上
に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
か
ら
代
表
を
選
ぶ
こ
と
を
優
 
 

先
す
る
理
由
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
は
、
国
際
労
働
事
務
局
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
競
争
試
験
を
 
 

（
7
6
）
 
 

継
続
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
国
際
連
盟
と
併
行
し
て
活
動
を
開
始
し
た
I
L
O
に
お
い
て
は
、
そ
の
専
門
的
性
質
に
由
来
す
る
現
実
的
要
請
と
、
 
 

初
代
事
務
局
長
ト
ー
マ
や
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
委
員
会
の
努
力
に
よ
り
、
連
盟
以
上
に
、
事
務
局
独
自
の
職
員
を
長
期
に
わ
た
っ
て
任
用
 
 

す
る
と
い
う
傾
向
が
当
初
か
ら
根
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
と
も
あ
れ
、
一
般
的
（
か
つ
特
に
政
治
的
色
彩
の
濃
い
）
 
国
際
機
構
で
あ
る
 
 

国
際
連
盟
に
設
け
ら
れ
た
事
務
局
と
は
別
に
、
専
門
的
・
技
術
的
性
質
を
有
す
る
国
際
労
働
機
関
に
設
け
ら
れ
た
国
際
労
働
事
務
局
の
 
 

形
成
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
経
験
は
、
そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
と
い
う
危
機
も
乗
り
こ
え
て
存
続
し
、
戦
後
発
展
し
た
多
く
の
国
際
機
構
 
 

の
事
務
局
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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二
四
 
 
 

事
実
に
つ
い
て
以
下
に
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

一
九
一
九
年
八
月
よ
り
連
盟
事
務
局
の
要
約
筆
記
課
（
P
r
打
i
s
－
W
r
i
t
i
n
g
S
e
c
t
i
昌
）
の
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
モ
ノ
と
い
う
職
月
 
 

が
、
一
九
二
〇
年
一
月
一
〇
日
よ
り
五
年
間
の
任
用
契
約
を
獲
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
年
の
二
月
に
は
、
事
務
総
長
書
簡
に
よ
 
 

り
、
機
構
再
編
の
た
め
、
適
職
が
見
つ
か
る
ま
で
休
暇
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
二
二
年
に
は
、
同
職
員
の
名
前
が
職
員
名
薄
か
 
 

ら
削
除
さ
れ
た
。
当
該
職
員
は
、
そ
の
ま
ま
三
年
以
上
の
期
間
、
適
当
な
職
に
も
就
け
て
も
ら
え
ず
、
ま
た
、
防
禦
の
機
会
も
与
え
ら
 
 

れ
ず
、
解
任
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
二
五
年
一
月
六
日
付
書
簡
に
よ
り
、
連
盟
理
事
会
に
対
し
て
、
 
 

、
7
9
）
 
任
用
契
約
不
履
行
に
基
づ
く
金
銭
賠
償
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
請
求
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

職
月
に
よ
る
不
服
申
立
手
続
の
実
施
に
初
め
て
直
面
し
た
連
盟
理
事
会
は
、
こ
の
間
題
を
特
別
に
設
け
た
監
査
委
月
会
（
S
亡
p
e
r
く
i
s
O
r
y
 
 

C
O
ヨ
ヨ
i
s
s
i
O
n
）
に
要
請
し
、
そ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
理
事
会
議
長
代
理
が
右
の
監
査
委
月
会
議
長
と
協
議
の
後
に
指
名
す
る
三
名
 
 

」
、
帥
）
 
 

の
法
律
家
か
ら
成
る
委
月
会
に
事
件
を
付
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
法
律
家
委
員
会
は
、
モ
ノ
が
事
務
局
で
の
勤
務
に
 
 

必
要
な
一
般
的
能
力
に
欠
け
る
こ
と
や
彼
の
健
康
状
態
の
悪
化
な
ど
を
考
慮
し
、
再
任
を
し
な
い
と
判
断
し
た
事
務
総
長
の
決
定
に
、
 
 

任
用
契
約
の
不
履
行
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
事
務
総
長
が
彼
を
再
任
す
る
意
思
の
な
い
こ
と
を
本
人
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
 
 

り
．
 
 

こ
と
に
鑑
み
、
申
立
人
の
請
求
を
】
部
認
め
、
賠
償
額
と
し
て
七
五
〇
ポ
ン
ド
を
裁
定
し
た
。
こ
の
法
律
家
委
月
会
の
判
断
に
従
い
、
 
 

（
8
2
）
 
一
九
二
五
年
九
月
五
日
に
、
連
盟
理
事
会
は
、
事
務
総
長
に
必
要
な
行
動
を
と
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
職
員
の
身
分
保
障
を
行
う
行
政
裁
判
所
の
必
要
性
は
、
す
で
に
一
九
二
一
年
に
、
連
盟
総
会
第
四
委
員
会
の
場
で
指
摘
 
 

さ
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
レ
ヴ
ュ
イ
ヨ
（
R
晋
e
i
－
－
a
u
d
）
は
、
職
月
が
理
事
会
に
不
服
を
申
立
て
る
 
 

権
利
を
認
め
は
し
た
も
の
の
、
理
事
会
が
そ
の
よ
う
な
職
月
に
関
す
る
紛
争
を
解
決
す
る
の
に
十
分
に
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
か
ど
う
 
 

か
を
疑
問
視
し
て
い
た
し
、
I
L
O
事
務
局
長
の
ト
ー
マ
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
セ
イ
エ
∴
ア
タ
 
（
C
昌
S
e
i
－
d
出
t
a
t
）
 
に
似
た
司
法
的
 
 

（
R
3
）
 
 

機
関
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
先
述
の
モ
ノ
事
件
に
よ
り
職
員
関
係
紛
争
の
問
題
が
再
燃
す
る
ま
で
は
、
さ
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し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
同
事
件
に
関
す
る
理
事
会
決
議
が
出
さ
れ
た
一
九
二
五
年
に
、
行
政
裁
判
所
の
設
置
に
 
 

向
け
た
第
一
歩
が
、
上
述
の
監
査
委
月
会
の
報
告
者
で
あ
っ
た
ネ
デ
ル
ブ
ラ
ツ
ト
（
N
e
d
e
r
b
r
a
g
〇
に
よ
っ
て
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
 
 

（
桐
」
 
 

な
る
。
彼
の
報
告
書
に
は
、
勧
告
的
機
関
と
は
区
別
さ
れ
る
、
最
終
的
な
判
断
を
下
し
得
る
司
法
裁
判
所
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
 

（
8
5
）
 
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
、
監
査
委
月
会
報
告
吾
が
総
合
策
四
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
一
九
二
七
年
 
 

に
、
連
盟
稔
会
は
、
そ
の
第
八
会
期
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
規
程
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
連
盟
設
立
当
初
か
ら
備
え
 
 

ら
れ
て
い
た
既
述
の
連
盟
理
事
会
へ
の
不
服
申
立
手
続
が
一
応
廃
止
さ
れ
、
一
九
三
1
年
に
当
該
手
続
の
必
要
性
を
再
検
討
す
る
こ
と
 
 

（
兆
）
 
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
三
一
年
に
な
り
、
結
局
、
連
盟
総
会
は
、
当
該
手
続
の
廃
止
を
定
め
て
い
た
行
政
裁
判
所
規
程
を
修
正
 
 

（
8
7
）
 
 

な
く
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

一
九
二
九
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
、
国
際
連
盟
行
政
裁
判
所
は
、
三
七
件
の
事
件
を
審
理
し
た
ウ
ニ
の
う
ち
一
三
件
の
連
盟
お
よ
 
 

（
㈹
」
 
び
I
L
O
職
月
の
解
任
に
関
わ
る
判
決
は
、
嬰
ハ
年
に
な
っ
て
下
さ
れ
た
。
で
は
、
国
際
連
盟
の
末
期
に
、
行
政
裁
判
所
は
い
か
な
る
 
 

運
命
を
た
ど
っ
た
の
か
。
四
六
年
に
下
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事
件
に
沿
っ
て
い
ま
少
し
詳
し
く
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 
 

一
九
三
九
年
一
二
月
に
、
連
盟
総
会
は
、
第
二
次
大
戦
の
勃
発
に
伴
っ
て
、
連
盟
事
務
局
と
I
L
O
事
務
局
の
職
員
の
規
模
縮
小
と
 
 

い
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
員
は
、
辞
職
か
停
職
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
者
を
選
択
し
た
職
月
に
は
、
 
 

そ
れ
ま
で
の
勤
務
に
応
じ
て
、
六
カ
月
か
一
年
分
の
退
職
金
が
与
え
ら
れ
、
後
者
を
選
ん
だ
職
月
に
は
、
三
カ
月
分
の
恩
給
と
年
金
基
 
 

金
に
お
け
る
資
格
の
保
持
が
約
束
さ
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
連
盟
総
会
は
、
職
月
規
則
を
改
正
し
、
勤
務
を
も
は
や
必
要
と
し
な
い
 
 

職
員
や
、
自
発
的
に
右
の
辞
職
か
停
職
を
受
け
入
れ
な
い
職
員
に
対
し
て
は
、
恒
久
任
用
職
員
の
解
任
通
告
ま
た
は
そ
の
通
告
の
代
わ
 
 

り
に
な
さ
れ
る
補
償
金
の
支
払
い
が
、
従
来
六
カ
月
前
に
行
わ
れ
て
い
た
の
を
、
一
カ
月
前
に
行
え
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
解
任
に
 
 

伴
う
補
償
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
も
、
一
括
払
い
の
代
わ
り
に
、
四
年
の
年
賦
で
支
払
わ
れ
る
べ
き
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
 
 

大
多
数
の
職
員
が
自
発
的
に
辞
職
か
停
職
か
と
い
う
右
の
選
択
に
応
じ
た
も
の
の
、
そ
う
で
は
な
い
少
数
の
職
員
は
解
任
さ
れ
、
右
の
 
 

二
五
 
 
 



岡 法（52－4）830  

二
六
 
 
 

改
正
職
員
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
解
任
さ
れ
た
二
二
名
の
連
盟
職
員
と
二
名
の
I
L
O
職
員
は
、
右
の
職
員
規
則
の
改
 
 

正
が
任
用
契
約
違
反
で
あ
る
こ
と
を
行
政
裁
判
所
に
申
立
て
た
 
（
こ
の
う
ち
、
他
の
付
随
的
請
求
が
な
さ
れ
た
一
件
を
除
く
一
三
件
に
 
 

つ
き
判
決
が
下
さ
れ
た
）
。
彼
ら
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
連
盟
職
員
規
則
三
〇
条
b
i
s
お
よ
び
I
L
O
職
員
規
則
一
六
条
a
に
、
一
九
三
二
 
 

年
一
〇
月
一
五
日
以
降
に
な
さ
れ
た
任
用
は
、
機
構
の
決
定
に
よ
る
変
更
に
従
う
と
の
規
定
が
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
任
用
契
約
は
三
 
 

二
年
一
〇
月
一
五
日
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
に
は
、
連
盟
総
会
や
I
L
O
理
事
会
の
決
定
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
得
な
い
 
 

既
得
権
が
存
在
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
件
に
つ
き
、
戦
後
、
四
六
年
に
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
、
 
 

職
員
規
則
は
、
任
用
契
約
が
結
ば
れ
た
と
き
に
存
在
し
て
い
た
形
で
、
任
用
契
約
の
一
部
を
な
す
。
従
っ
て
、
職
員
は
、
職
員
規
則
の
 
 

改
正
が
相
互
の
合
意
な
く
適
用
さ
れ
得
な
い
既
得
権
を
有
す
る
。
機
構
側
が
改
正
職
月
規
則
の
適
用
に
よ
り
職
員
の
既
得
権
益
を
奪
っ
 
 

た
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
機
構
が
や
む
を
得
な
い
事
情
か
ら
そ
れ
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
正
当
な
根
拠
が
な
い
。
よ
っ
て
、
行
 
 

政
裁
判
所
は
、
既
得
権
を
奪
っ
た
と
主
張
す
る
こ
れ
ら
の
職
員
の
請
求
を
認
め
て
、
機
構
に
対
し
て
賠
借
金
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
 
 

を
下
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
事
態
は
こ
れ
で
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
以
上
の
行
政
裁
判
所
判
決
が
出
さ
れ
た
後
、
そ
の
履
行
に
関
す
る
問
題
は
、
財
政
 
 

問
題
を
扱
う
連
盟
総
会
第
二
委
員
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
結
論
は
、
行
政
裁
判
所
判
決
の
履
行
を
拒
否
 
 

9
0
〕
 
 

／
 
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
連
盟
総
会
も
こ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
実
質
的
な
議
論
を
し
た
第
二
委
員
会
の
下
部
委
員
会
の
多
数
意
 
 

見
に
は
、
連
盟
（
総
会
）
 
と
行
政
裁
判
所
と
の
権
限
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
下
部
委
員
会
 
 

は
、
総
会
の
決
定
や
職
員
規
則
の
適
用
お
よ
び
解
釈
を
検
討
す
る
行
政
裁
判
所
の
権
限
を
問
題
に
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
行
政
裁
 
 

判
所
が
総
会
の
決
定
を
特
定
の
事
件
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
総
会
の
決
定
そ
れ
自
体
の
有
効
性
を
問
題
に
す
る
 
 

と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
行
政
裁
判
所
は
そ
れ
を
設
立
し
た
総
会
の
優
越
的
な
権
限
の
下
に
服
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
 
 

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
連
盟
は
、
そ
れ
と
契
約
を
結
ぶ
職
員
に
対
し
て
主
権
的
な
権
能
を
有
す
る
。
国
家
か
ら
成
る
世
界
的
機
構
が
そ
 
 
 



831国際事務局の成立とその発展  

㈲
 
連
盟
事
務
局
の
危
機
と
そ
の
終
焉
 
 
 

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
国
際
連
盟
事
務
局
は
、
国
際
労
働
事
務
局
と
併
行
し
て
、
国
際
事
務
局
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
て
い
っ
 
 

た
。
し
か
し
、
連
盟
事
務
局
が
目
指
し
た
理
想
は
、
せ
ま
り
く
る
第
二
次
大
戦
の
足
音
と
と
も
に
、
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
五
年
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
人
職
月
は
、
連
盟
事
務
局
に
彼
ら
を
つ
な
ぎ
と
め
て
い
た
目
的
 
 

の
共
通
性
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、
徐
々
に
、
国
家
代
表
、
フ
ァ
シ
ス
ト
伝
道
者
、
そ
し
て
最
後
に
は
、
諜
報
員
と
な
っ
て
い
 
 

っ
た
。
連
盟
に
は
ほ
と
ん
ど
注
意
を
向
け
ず
、
す
べ
て
の
連
盟
の
伝
統
や
諸
規
則
を
破
る
イ
タ
リ
ア
人
事
務
次
長
の
下
で
、
彼
ら
は
、
 
 

二
七
 
 
 

の
機
能
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
そ
の
行
政
機
構
で
任
用
す
る
個
人
に
付
与
さ
れ
た
権
利
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
 
 

廃
棄
す
る
権
能
を
有
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
に
総
会
が
理
事
会
へ
の
不
服
申
立
手
続
を
廃
止
し
た
の
と
同
様
、
三
九
年
に
 
 

総
会
は
、
行
政
裁
判
所
を
廃
止
す
る
こ
と
す
ら
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
連
盟
に
は
主
権
的
権
能
が
あ
る
の
で
あ
り
、
行
政
裁
判
所
は
、
 
 

改
正
職
員
規
則
を
採
択
し
た
一
九
三
九
年
一
二
月
一
四
日
の
総
会
決
議
の
有
効
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
裁
判
所
判
決
に
 
 

叫
 
対
す
る
上
訴
手
続
は
な
い
が
、
行
政
裁
判
所
に
よ
る
裁
定
は
無
効
で
あ
っ
た
と
宣
言
す
る
権
限
は
総
会
に
あ
る
と
考
え
る
。
 
 
 

以
上
の
考
え
に
は
、
第
二
次
大
戦
と
い
う
状
況
下
で
、
総
会
が
と
っ
た
職
員
の
既
得
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
措
置
は
肯
定
さ
れ
る
こ
 
 

と
、
ま
た
、
総
会
と
行
政
裁
判
所
と
の
権
限
関
係
に
お
い
て
は
、
総
会
の
権
限
は
行
政
裁
判
所
の
そ
れ
に
優
位
し
、
総
会
の
判
断
は
行
 
 

政
裁
判
所
に
よ
る
有
効
性
判
断
に
は
服
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
結
局
、
上
で
述
べ
た
一
二
一
件
の
行
政
裁
判
所
判
決
で
裁
 
小
・
 
 

定
さ
れ
た
賠
償
金
は
連
盟
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
か
く
し
て
、
行
政
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
時
に
、
連
 
 

盟
は
国
際
間
の
裁
判
制
度
を
改
善
し
ょ
う
と
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
連
盟
内
部
の
問
題
で
あ
る
事
務
総
長
と
そ
の
部
下
と
の
 
 

関
係
に
お
い
て
も
、
法
の
支
配
を
確
立
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
た
よ
う
な
、
輝
か
し
い
理
念
は
影
を
潜
め
、
国
際
連
盟
行
 
 

（
9
3
ト
 
政
裁
判
所
の
運
営
の
歴
史
は
、
竜
頭
蛇
尾
の
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
。
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二
八
 
 
 

（
9
1
）
 
 

イ
タ
リ
ア
人
職
月
の
集
団
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
二
七
年
六
月
一
六
日
に
制
定
さ
れ
た
法
律
 
 

に
よ
り
、
他
の
政
府
の
職
か
ま
た
は
公
的
国
際
機
関
 
（
p
亡
b
】
i
c
 
i
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
a
g
e
n
c
y
）
 
の
職
に
就
く
こ
と
を
希
望
す
る
イ
タ
リ
ア
 
 

国
民
は
、
外
務
省
ま
た
は
権
限
あ
る
外
交
機
関
当
局
の
許
可
を
得
る
こ
と
、
お
よ
び
、
政
府
の
命
令
が
あ
れ
ば
、
そ
の
職
を
や
め
る
こ
 
 

と
を
求
め
ら
れ
た
 
（
同
様
の
政
策
を
と
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
政
府
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
に
あ
か
ら
さ
ま
に
は
公
式
の
政
策
を
と
 
 

〔
貼
）
 
 

ら
な
か
っ
た
）
。
ド
イ
ツ
人
職
員
の
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
が
敗
戦
国
と
し
て
一
九
二
六
年
に
連
盟
に
加
盟
し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は
こ
 
 

の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
人
職
員
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
三
帝
国
の
成
立
後
に
は
、
大
半
の
ド
イ
ツ
人
職
員
が
自
 
 

へ
9
6
）
 
 

国
の
主
義
に
従
っ
た
と
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
国
家
が
国
際
機
構
に
従
事
す
る
職
員
の
身
分
を
左
右
す
る
事
態
は
、
と
り
わ
け
、
〓
凶
の
政
府
か
ら
職
員
が
派
遣
さ
 
 

れ
る
慣
行
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
日
本
か
ら
の
政
府
職
員
は
、
通
常
、
七
年
の
任
期
（
契
約
更
新
も
可
能
）
 
 

r
9
7
．
一
 
 

で
、
他
の
事
務
局
職
員
と
同
じ
よ
う
に
任
用
さ
れ
た
ご
」
の
慣
行
が
連
盟
の
職
務
に
と
っ
て
は
恒
常
的
に
危
険
が
及
ぶ
原
因
と
な
っ
た
。
 
 

こ
の
よ
う
な
職
員
は
、
連
盟
で
の
任
務
を
果
た
す
際
に
は
常
に
政
府
の
意
向
を
汲
み
、
決
し
て
十
分
に
は
国
際
的
に
任
用
さ
れ
て
い
る
 
 

と
い
う
感
情
を
抱
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
常
に
政
府
の
利
益
を
考
え
る
こ
の
よ
う
な
 
 

（
錮
」
 
 

職
員
の
存
在
が
連
盟
事
務
局
に
と
っ
て
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
時
代
が
第
二
次
大
戦
へ
と
向
か
う
に
つ
れ
、
事
務
局
内
に
お
い
て
は
、
本
来
連
盟
に
忠
誠
を
誓
う
べ
き
職
員
が
、
 
 

自
国
政
府
と
の
絆
を
深
め
、
機
構
に
対
す
る
忠
誠
お
よ
び
任
務
の
国
際
的
性
質
が
脅
か
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
結
局
、
一
九
 
 

四
〇
年
八
月
三
一
日
に
、
第
二
代
目
事
務
総
長
ア
ヴ
ノ
ー
ル
 
（
1
．
A
扁
n
O
－
）
が
辞
職
す
る
に
至
り
、
国
際
事
務
局
た
る
連
盟
事
務
局
は
 
 

こ
こ
に
瓦
解
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
末
ま
で
に
、
事
務
局
職
月
の
数
は
、
最
盛
期
の
七
分
の
一
に
も
満
た
な
い
わ
ず
か
一
〇
〇
名
ほ
ど
 
 

9
 
 

9
 
 

ま
で
減
っ
て
い
た
。
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H
 
国
連
憲
章
の
起
草
 
 
 

第
二
次
大
戦
の
末
期
に
、
勝
利
を
確
信
し
た
連
合
国
の
指
導
者
た
ち
は
、
戦
後
世
界
の
平
和
機
構
構
想
に
思
い
を
馳
せ
た
。
そ
の
構
 
 

想
は
、
周
知
の
通
り
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
国
務
長
官
ハ
ル
ら
の
手
に
よ
っ
て
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、
 
 

そ
の
後
、
一
九
四
三
年
の
モ
ス
ク
ワ
宣
言
を
経
て
、
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
オ
ー
ク
ス
会
議
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
 
 
 

さ
て
、
そ
こ
で
、
国
連
憲
章
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
、
ま
ず
最
初
に
、
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
ま
で
戻
っ
て
み
る
。
し
か
 
 

／
 

し
、
そ
こ
に
は
職
月
の
国
際
的
職
員
と
し
て
の
地
位
や
任
用
に
関
す
る
規
定
は
見
受
け
ら
れ
な
叫
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
現
在
の
規
定
の
 
 

原
型
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
初
め
て
挿
入
さ
れ
た
。
特
に
そ
の
萌
芽
は
、
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
に
付
さ
れ
た
ニ
 
 

一
川
」
 
 

（
川
）
 
 

「
川
）
 

（
川
2
〕
 
 

ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
修
正
案
、
四
主
催
国
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
お
よ
び
中
国
）
修
正
案
お
よ
び
カ
ナ
ダ
修
正
案
に
見
ら
れ
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
憲
章
の
起
草
に
当
た
っ
た
四
つ
の
一
般
委
員
会
の
う
ち
 
「
加
盟
国
、
改
正
お
よ
び
事
務
局
」
 
の
問
題
を
扱
っ
た
第
 
 

一
委
月
会
 
（
C
O
m
ヨ
i
s
s
i
O
n
 
I
）
 
の
第
二
専
門
委
月
会
 
（
C
O
ヨ
m
i
t
t
e
e
 
I
＼
N
）
 
が
設
け
た
下
部
委
員
会
 
（
S
亡
b
c
O
ヨ
m
i
t
t
e
e
）
 
で
さ
ら
 
 

（
購
）
 

〔
川
6
〕
 
 

に
検
討
さ
れ
、
現
在
の
一
〇
〇
条
お
よ
び
一
〇
一
条
三
項
の
原
型
が
こ
の
と
き
か
ら
規
定
に
挿
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

注
目
す
べ
き
は
、
右
の
下
部
委
員
会
の
議
論
の
中
で
、
す
で
に
国
家
に
対
す
る
忠
誠
と
国
際
機
構
に
対
す
る
忠
誠
の
衝
突
す
る
可
能
 
 

性
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
次
の
二
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
「
第
四
項
 
 

（
下
部
委
員
会
案
で
、
現
在
の
国
連
憲
章
一
〇
〇
条
の
規
定
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
［
筆
者
注
］
）
は
、
事
務
局
の
職
員
が
機
構
に
忠
誠
を
誓
っ
 
 

た
結
果
と
し
て
、
彼
ら
が
危
険
に
直
面
し
得
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
否
か
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
と
し
て
は
、
「
国
際
 
 

〔
腑
）
 
連
盟
の
経
験
か
ら
、
フ
ァ
シ
ス
ト
諸
国
の
事
例
を
除
き
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
実
際
上
の
困
難
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
。
 
 

二
九
 
 
 

四
 
国
際
事
務
局
の
復
興
1
－
－
国
連
事
務
局
の
成
立
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三
〇
 
 
 

第
二
に
、
「
同
規
定
 
（
右
第
四
項
［
筆
者
注
］
）
 
は
、
事
務
局
職
員
が
自
国
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
軍
事
計
画
の
準
備
に
 
 

参
加
し
た
場
合
に
直
面
す
る
虞
の
あ
る
危
険
を
包
含
し
て
い
る
か
否
か
」
 
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
あ
る
職
員
が
そ
の
よ
う
な
 
 

軍
事
計
画
の
こ
と
を
知
っ
た
場
合
に
、
そ
の
こ
と
を
自
国
政
府
に
明
か
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
自
国
の
法
律
の
下
で
重
罰
に
 
 

処
せ
ら
れ
る
虞
が
あ
る
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
こ
の
高
度
に
重
要
な
問
題
は
、
第
一
〇
章
（
現
第
 
 

一
五
章
［
筆
者
注
］
）
で
十
分
に
扱
う
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
の
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
決
定
を
出
す
た
め
に
は
、
第
四
委
眉
会
 
 

第
二
専
門
委
員
会
 
（
C
O
m
n
】
i
t
t
e
e
竜
＼
N
 
（
法
律
問
題
担
当
 
［
筆
者
注
］
）
）
 
で
も
検
討
す
べ
き
」
 
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
事
務
局
職
 
 

員
の
自
国
に
対
す
る
兵
役
上
の
責
任
の
問
題
は
、
問
題
が
生
じ
た
際
に
行
政
取
極
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
も
考
え
ら
れ
 
 

た
。
 
 
 

以
上
の
議
論
を
経
た
後
、
国
連
憲
章
一
〇
〇
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
項
で
は
、
「
事
務
総
長
 
 

及
び
職
員
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
当
っ
て
、
い
か
な
る
政
府
か
ら
も
又
は
こ
の
機
構
外
の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
 
 

又
は
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
事
務
総
長
及
び
職
員
は
、
こ
の
機
構
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
国
際
的
職
月
と
し
て
の
地
位
を
損
ず
る
 
 

直
の
あ
る
い
か
な
る
行
動
も
傾
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
事
務
総
長
と
職
員
の
義
務
が
定
め
ら
れ
る
っ
 
他
方
、
二
項
で
は
、
「
各
国
 
 

際
連
合
加
盟
国
は
、
事
務
総
長
及
び
職
員
の
責
任
の
も
っ
ぱ
ら
国
際
的
な
性
質
を
尊
重
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
が
責
任
を
果
す
 
 

に
当
っ
て
こ
れ
ら
の
者
を
左
右
し
ょ
う
と
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
」
 
と
さ
れ
、
加
盟
国
の
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
っ
 
 

0
 
準
備
委
員
会
に
お
け
る
議
論
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
、
国
家
に
対
す
る
忠
誠
と
国
際
機
構
に
対
す
る
忠
誠
と
の
衝
突
に
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
 
 

は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
は
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
実
質
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
憲
 
 

章
が
署
名
さ
れ
た
直
後
の
暫
定
協
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
準
備
委
員
会
（
P
r
e
p
a
r
a
t
O
r
y
C
O
m
n
l
i
s
s
i
O
コ
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
同
委
員
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会
の
報
告
書
は
、
憲
章
の
関
係
規
定
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
同
報
告
書
は
、
ま
ず
、
事
務
局
の
性
質
に
つ
い
 
 

（
川
）
 
 

て
、
「
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
事
務
局
は
そ
の
性
質
に
お
い
て
真
に
国
際
的
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
 
 

さ
ら
に
、
「
事
務
局
は
、
た
と
え
一
部
分
で
あ
っ
て
も
、
政
府
に
対
し
て
責
任
を
負
う
国
家
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
 
 

の
任
用
期
間
中
、
事
務
総
長
お
よ
び
職
員
は
、
自
国
の
奉
仕
者
（
s
e
r
く
a
n
t
S
）
で
は
な
く
、
国
連
の
み
の
奉
仕
者
で
あ
る
。
暫
定
職
員
規
 
 

則
草
案
の
下
で
、
す
べ
て
の
職
月
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
、
機
構
の
利
益
の
み
を
心
が
け
て
、
自
ら
が
そ
の
職
務
を
遂
石
 
 

し
、
か
つ
、
そ
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
を
誓
約
ま
た
は
宣
言
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
二
年
か
そ
れ
以
上
の
間
任
用
さ
れ
る
者
は
、
 
 

公
的
ま
た
は
私
的
な
雇
用
に
お
い
て
有
し
て
い
る
い
か
な
る
地
位
も
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
ず
れ
の
者
も
、
こ
の
機
構
に
お
け
る
 
 

任
用
ま
た
は
勤
務
の
期
間
中
に
行
っ
た
勤
務
に
対
し
て
、
い
か
な
る
叙
位
、
叙
勲
、
記
念
品
、
贈
物
ま
た
は
報
酬
も
受
け
て
は
な
ら
な
 
 

（
）
 
 

い
」
。
 
 
 

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
な
性
質
を
有
す
る
事
務
局
を
築
く
た
め
に
、
そ
の
長
で
あ
る
事
務
総
長
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
同
報
 
 

告
書
は
、
「
事
務
総
長
が
行
う
職
月
の
選
任
…
…
と
そ
の
り
－
ダ
ー
シ
ツ
プ
が
、
全
体
と
し
て
、
事
務
局
の
性
質
お
よ
び
能
率
を
大
い
に
 
 

決
定
づ
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
か
。
ま
た
、
職
員
の
任
用
に
関
す
る
国
連
憲
章
一
〇
一
条
三
項
に
つ
い
て
は
、
能
力
主
義
と
地
理
 
 

ノ
 
 

的
配
分
原
則
と
い
う
二
つ
の
原
則
の
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
が
「
本
準
備
委
員
会
の
主
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
る
」
と
確
認
し
た
。
 
 
 

最
後
に
、
任
用
の
条
件
、
と
り
わ
け
任
用
期
間
に
つ
い
て
、
同
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
り
「
も
し
、
事
務
局
に
お
い
て
、
職
 
 

月
が
終
身
任
用
を
受
け
る
何
ら
の
保
証
も
与
え
ら
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
国
か
ら
の
最
も
優
れ
た
候
補
者
の
多
 
 

く
が
必
然
的
に
遠
の
い
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
、
職
月
が
一
国
の
宥
政
府
か
ら
単
に
暫
定
的
に
派
遣
さ
れ
（
d
e
t
a
c
h
e
d
）
、
 
 

そ
の
将
来
に
わ
た
っ
て
自
国
に
依
存
し
続
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
職
員
が
自
国
の
特
別
の
利
益
を
国
際
的
利
益
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
を
十
 
 

分
に
は
望
め
な
い
。
最
終
的
に
は
、
経
験
と
い
う
利
点
が
保
証
さ
れ
、
健
全
な
行
政
上
の
伝
統
が
事
務
局
内
で
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
重
 
 

要
で
あ
る
。
・
：
…
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
職
月
の
大
部
分
は
、
事
務
局
に
お
い
て
終
身
任
用
を
受
け
る
省
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
 
 

三
一
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三
二
 
 
 

〔
」
 
 

須
で
あ
る
」
と
。
 
 
 

以
上
か
ら
、
国
連
憲
章
が
予
定
し
て
い
る
国
際
的
な
性
質
を
有
す
る
事
務
局
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
事
務
総
長
の
広
範
な
裁
量
に
 
 

よ
っ
て
選
ば
れ
た
、
国
連
の
利
益
の
み
に
責
任
を
有
し
、
か
つ
、
大
部
分
が
終
身
の
職
月
か
ら
成
る
も
の
と
準
備
委
月
会
で
考
え
ら
れ
 
 

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
、
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
を
任
用
す
る
余
地
は
ま
っ
た
〈
な
い
の
か
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
 
 

国
際
連
盟
に
お
い
て
、
事
務
局
職
員
の
国
際
的
忠
誠
を
損
な
っ
た
一
因
は
、
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
月
が
長
期
に
任
用
さ
れ
て
い
た
 
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
自
国
政
府
と
密
接
に
関
係
す
る
職
月
の
余
地
が
果
た
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
 
 

大
い
に
興
味
が
沸
く
。
 
 
 

こ
の
点
に
閲
し
、
右
の
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
一
国
の
公
務
員
で
あ
る
職
員
（
O
f
f
i
c
i
a
－
s
f
r
O
m
コ
a
t
i
O
n
a
）
s
e
r
5
．
C
e
S
）
 
 

は
、
事
務
局
に
お
い
て
、
二
年
を
こ
え
な
い
短
期
間
な
ら
ば
費
や
し
得
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
事
務
局
と
一
 
 

国
の
行
政
府
と
の
間
の
個
人
的
接
点
が
強
ま
り
、
国
際
的
経
験
を
積
ん
だ
一
国
の
職
眉
団
が
形
成
さ
れ
得
る
。
一
国
の
政
府
は
、
多
く
 
 

1
‖
∵
 
 1
 
 

の
国
に
お
い
て
共
通
の
実
行
と
な
っ
て
い
る
派
遣
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
で
あ
か
。
 
 

…
…
」
。
 
 
 

こ
の
部
分
は
、
先
述
の
 
「
事
務
局
は
、
た
と
え
一
部
分
で
あ
っ
て
も
、
政
府
に
対
し
て
責
任
を
負
う
国
家
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
 
 

こ
と
は
な
い
」
と
い
う
箇
所
と
は
、
】
見
し
て
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
〕
 
し
か
し
、
そ
の
同
じ
箇
所
の
少
し
後
で
、
「
二
年
か
そ
れ
以
上
 
 

の
間
任
用
さ
れ
る
者
は
、
公
的
ま
た
は
私
的
な
雇
用
に
お
い
て
有
し
て
い
る
い
か
な
る
地
位
も
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い
と
述
べ
ら
 
 

れ
て
い
た
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
憲
章
が
予
定
し
た
職
員
を
律
す
る
制
度
に
お
い
て
は
、
派
遣
制
度
が
必
ず
し
も
完
全
に
排
除
さ
れ
て
 
 

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
上
限
二
年
と
い
う
短
期
間
に
限
り
、
政
府
か
ら
の
派
遣
職
員
も
事
務
局
の
職
に
就
〈
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
 
 

解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
右
の
準
備
委
月
会
の
議
論
か
ら
、
す
べ
て
の
職
月
は
、
「
機
構
の
利
益
の
み
を
心
が
け
て
」
そ
の
職
務
を
遂
行
し
 
 

か
つ
そ
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
政
府
か
ら
の
職
員
に
「
自
国
の
特
別
の
利
益
を
国
際
的
利
益
に
従
属
さ
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以
上
に
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
国
際
事
務
局
は
、
国
際
機
構
の
発
展
に
伴
い
、
長
い
年
月
の
末
に
成
立
し
発
展
し
て
き
た
も
の
と
 
 

い
え
る
。
国
際
事
務
局
の
発
明
は
、
国
際
機
構
の
真
の
始
ま
り
で
あ
り
、
一
連
の
 
「
会
議
」
を
「
機
構
」
 
に
し
た
の
は
、
事
務
局
の
導
 
 

・
 
 

入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
わ
れ
か
。
国
際
事
務
局
の
成
立
は
、
国
際
連
盟
事
務
局
に
よ
り
い
っ
た
ん
は
成
就
し
た
も
の
の
、
 
 

第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
瓦
解
し
た
。
と
は
い
、
え
、
連
盟
時
代
に
生
成
さ
れ
た
国
際
事
務
局
と
し
て
の
遺
産
は
、
国
連
憲
章
一
〇
〇
条
へ
 
 

（
Ⅲ
）
 
 

と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
戟
後
、
国
連
事
務
局
は
、
連
盟
事
務
局
の
経
験
を
も
と
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
連
 
 

盟
事
務
局
の
成
立
は
国
際
事
務
局
の
発
展
の
歴
史
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
、
つ
∩
 
ま
た
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
国
 
 

連
憲
章
一
〇
〇
条
に
規
定
さ
れ
る
事
務
総
長
お
よ
び
職
員
の
責
任
の
国
際
的
性
質
と
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
加
盟
国
の
義
務
は
、
今
日
、
 
 

三
三
 
 
 

せ
る
こ
と
」
 
が
望
め
な
く
な
る
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
併
せ
れ
ば
、
派
遣
制
度
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
時
間
的
限
定
の
み
 
 

な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
機
構
の
利
益
に
か
な
う
範
囲
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
理
解
で
き
よ
う
／
∪
 
つ
ま
り
、
準
備
委
員
会
の
理
解
で
は
、
 
 

こ
の
よ
う
に
ご
く
限
ら
れ
た
範
岡
の
み
に
お
い
て
、
一
国
の
政
府
か
ら
の
派
遣
職
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
 
 

こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
国
連
設
立
時
よ
り
、
限
定
的
に
利
用
さ
れ
得
る
派
遣
制
度
と
い
う
も
の
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
 
 

よ
う
。
 
 

（
 
 
 

こ
の
職
員
の
派
遣
指
－
1
度
は
、
そ
の
運
用
に
お
い
て
、
後
に
多
く
の
法
的
な
問
題
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
確
 
 

認
し
て
お
く
べ
き
は
、
一
国
の
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
あ
れ
、
ひ
と
た
び
国
連
事
務
局
に
お
い
て
任
用
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
自
 
 

国
政
府
で
は
な
く
、
国
連
の
制
度
的
枠
組
み
の
中
で
職
務
に
専
念
し
、
国
際
的
忠
誠
を
誓
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
 
 

あ
る
。
 
 

五
 
お
わ
り
に
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Y 

三
四
 
 
 

（
〕
 
 

実
に
多
く
の
国
際
機
構
の
設
立
文
書
に
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
国
際
事
務
局
の
必
要
性
が
共
通
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
 
 

が
わ
か
る
。
 
 
 

国
家
の
合
意
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
際
機
構
に
お
い
て
、
国
家
に
従
属
せ
ず
国
際
機
構
に
の
み
忠
誠
を
誓
う
職
月
が
必
要
と
さ
れ
 
 

て
き
た
こ
と
は
、
以
上
に
見
た
通
り
、
国
際
事
務
局
の
発
達
の
歴
史
そ
れ
自
体
が
実
証
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
今
日
、
現
実
 
 

に
は
、
と
り
わ
け
、
国
連
の
よ
う
な
政
治
的
色
彩
の
漉
い
国
際
機
構
に
お
い
て
、
歴
代
の
事
務
総
長
人
事
に
関
わ
る
東
西
陣
営
の
対
立
 
 

r
川
）
 
や
職
員
人
事
へ
の
国
家
の
介
入
な
ど
国
家
か
ら
の
様
々
な
影
響
力
の
行
使
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
現
実
は
、
ま
さ
に
「
国
際
公
務
員
制
度
 
 

∴
〃
∵
 
 

に
対
す
る
脅
威
（
t
h
r
e
a
t
s
t
三
h
e
i
コ
t
e
r
コ
a
t
i
O
コ
a
－
c
i
墓
s
e
r
ま
c
e
）
」
で
あ
っ
か
。
 
 
 

本
来
、
国
家
の
結
合
体
が
、
「
国
家
連
合
」
で
は
な
く
、
「
国
際
機
構
」
で
あ
る
以
上
、
国
際
機
構
は
、
自
律
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
棋
 
 

政
府
間
国
際
機
構
 
（
I
G
O
）
 
に
あ
っ
て
非
政
府
間
的
 
（
N
G
）
 
で
あ
る
国
際
機
構
の
事
務
局
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
で
き
る
限
り
国
家
 
 

の
影
響
を
排
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
国
際
機
構
の
自
律
性
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
務
局
を
構
成
す
る
職
員
 
 

の
地
位
が
、
ま
ず
も
っ
て
国
家
の
影
響
を
排
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
機
構
が
十
全
な
活
動
を
行
い
得
る
た
め
に
、
国
 
 

際
事
務
局
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
発
展
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
、
国
際
機
構
に
の
み
忠
誠
を
誓
う
職
員
－
－
－
い
わ
ゆ
る
国
際
公
務
員
 
 
 

－
 
の
集
団
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 

〔
ほ
〕
 
 

一
九
世
紀
に
萌
芽
し
た
国
際
機
構
は
、
「
国
際
機
構
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
た
二
〇
世
紀
を
こ
え
、
い
ま
や
新
し
い
世
紀
を
迎
え
て
い
る
っ
 
 

今
日
、
国
際
機
構
の
活
動
が
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
公
務
員
の
数
も
増
え
た
結
果
、
彼
ら
を
規
律
す
る
規
範
も
精
緻
化
し
 
 

て
き
て
い
る
。
そ
こ
に
ほ
、
「
国
際
公
務
員
法
」
と
呼
ぶ
べ
き
法
の
束
が
存
在
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
解
釈
・
適
用
す
る
機
構
独
自
の
行
政
 
 

裁
判
所
の
数
が
増
え
、
そ
の
管
轄
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
世
紀
に
入
り
発
展
を
続
け
る
法
現
象
を
理
解
す
る
上
 
 

で
も
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
歴
史
的
な
視
点
は
、
ま
ず
そ
の
前
提
的
考
察
と
し
て
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
”
ニ
 
条
約
七
三
条
に
よ
れ
ば
、
事
務
局
長
、
徴
税
官
、
監
督
官
、
検
札
官
、
検
査
官
お
よ
び
簿
記
官
に
付
与
さ
れ
る
給
与
そ
の
他
の
手
当
の
川
パ
ー
セ
 
 

ン
ト
を
控
除
し
、
そ
れ
を
退
職
ま
た
は
遺
族
年
金
基
金
と
し
て
蓄
え
て
お
〈
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
）
 
最
上
敏
樹
『
国
際
機
構
論
』
 
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
 
九
一
〇
頁
。
 
 

（
2
）
 
国
際
機
構
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
柏
木
俊
哉
「
国
際
組
級
の
概
念
と
『
国
際
法
人
格
』
」
柳
原
正
治
編
『
国
際
社
会
の
組
織
化
と
法
 
 

（
内
田
久
司
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）
』
 
（
信
山
社
、
一
九
九
六
年
）
 
二
八
－
四
〇
頁
。
 
 

（
3
）
 
こ
の
概
念
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
が
な
い
も
の
で
あ
る
が
 
（
も
っ
と
も
、
こ
の
語
自
体
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
ま
っ
た
く
 
 
 

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
高
野
雄
一
『
国
際
組
織
法
』
 
（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
一
一
頁
、
最
上
『
前
掲
書
』
注
（
1
）
二
八
－
二
九
頁
な
 
 
 

ど
参
照
）
、
欧
米
で
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
体
系
書
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
書
物
の
標
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
 
 
 

S
c
h
e
r
m
e
r
s
一
H
．
G
．
a
n
d
 
B
】
O
k
k
e
r
－
N
．
M
．
」
已
S
星
野
薫
こ
ざ
き
巨
富
已
卜
塗
デ
r
d
r
e
5
．
S
e
d
e
d
⊥
M
a
r
t
i
コ
u
S
N
i
j
h
つ
f
f
」
遥
箪
p
p
．
崇
岩
 
 
 

・
〕
O
N
〉
R
a
コ
S
h
O
f
e
n
・
W
e
r
t
h
e
i
m
e
r
－
E
．
F
一
一
リ
ボ
屯
旨
訂
⊇
已
叫
昌
已
紆
c
講
話
、
計
、
㍉
』
G
言
已
h
首
n
3
．
革
昌
↑
肯
こ
ぎ
す
さ
註
才
芸
∵
曽
首
肯
騒
き
諷
ぎ
 
 
 

（
C
a
m
e
乳
e
E
n
d
O
W
ヨ
e
n
t
f
O
こ
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
P
e
a
c
e
」
芝
草
r
e
p
r
i
n
t
e
d
．
（
K
r
a
u
s
R
e
p
r
i
コ
t
」
笥
N
）
）
な
ど
参
照
。
 
 

（
4
）
 
M
e
r
O
n
，
T
．
∴
ト
ー
n
t
e
T
n
a
t
i
O
n
a
】
S
e
〔
r
e
t
a
r
i
a
t
㍉
i
n
 
B
e
r
旨
a
r
阜
R
．
（
e
d
．
）
〉
両
3
Q
C
、
尽
乳
針
鼠
3
㌫
、
符
計
訂
⊇
已
訂
喜
、
卜
n
ぎ
く
○
－
」
－
 
 
 

（
E
－
s
e
5
．
e
r
L
若
草
p
p
」
〕
宗
⊥
山
道
．
 
 

（
5
）
 
G
e
r
b
e
t
一
P
∴
元
i
s
e
a
n
d
D
e
く
e
－
O
P
m
e
n
t
O
〓
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
】
O
r
g
a
n
i
N
a
t
i
O
n
‥
A
S
y
n
t
h
e
s
i
s
∵
i
n
A
b
i
・
S
a
a
b
▼
G
J
e
d
し
ー
ゴ
紆
C
旨
C
尽
叫
旦
 
 

15 14 13 11 10 9 8 7 6 

P
a
r
r
y
こ
尽
岩
n
O
t
e
－
○
－
く
○
】
一
望
）
p
p
．
た
中
ム
莞
．
 
 
 

P
a
r
r
y
、
と
各
式
n
O
t
e
芦
く
○
－
．
澄
▼
℃
p
J
u
・
N
P
 
 
 

も
っ
と
も
、
同
附
属
書
九
条
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
当
事
者
は
、
上
訴
機
関
と
し
て
中
央
委
月
全
を
用
い
ず
に
、
第
一
審
が
提
起
さ
れ
た
固
の
上
訴
裁
 
 

判
所
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
 
 

三
五
 
 
 

旨
訂
3
岩
ぎ
≡
N
、
○
、
帖
料
3
訂
已
叫
箋
（
U
n
e
s
c
〇
一
－
諾
－
）
－
p
．
∽
N
．
 
 
 

最
上
 
『
前
掲
書
』
 
注
（
1
）
一
七
頁
。
 
 
 

B
O
W
e
t
t
〉
D
．
W
∴
⊇
こ
首
：
斗
訂
す
更
訂
喜
こ
ざ
註
註
室
二
t
h
e
d
．
（
S
w
e
e
t
紆
M
a
x
w
e
－
－
」
器
N
）
〉
p
．
N
．
 
 
 

L
a
n
g
r
O
d
－
G
．
∴
ぎ
こ
已
S
邑
旨
賀
C
慧
、
5
n
言
叫
声
旨
○
）
舟
叫
戻
、
諒
≧
N
叫
雫
♪
旨
内
岩
、
已
訂
3
（
A
．
W
．
S
y
t
h
O
f
叫
」
若
草
p
p
．
慧
∴
戸
 
 
 

C
h
a
ヨ
b
e
ユ
a
i
n
」
．
P
．
－
叫
〕
肯
き
乳
薫
云
「
碧
こ
畏
当
温
ぎ
邑
よ
ぎ
S
・
b
§
註
勾
§
丸
和
已
莞
（
C
O
－
u
m
b
i
a
U
n
i
く
e
r
S
i
t
y
」
民
声
p
」
試
．
 
 
 

P
a
∃
y
－
C
⊥
e
d
i
t
e
d
a
コ
d
 
a
n
n
O
t
a
t
e
d
）
－
ヨ
買
C
Q
3
S
已
叫
計
、
乳
↓
首
n
や
紆
3
．
恥
h
（
O
c
e
a
n
a
」
芸
芦
く
已
．
∽
♪
p
p
．
㌫
†
怠
－
．
 
 
 

条
約
の
違
反
に
関
わ
る
訴
訟
は
、
ま
ず
、
事
務
局
長
と
そ
れ
を
補
佐
す
る
二
名
の
監
督
官
の
前
で
提
起
さ
れ
る
。
そ
の
判
断
は
多
数
決
で
な
さ
れ
 
 

る
じ
 
こ
の
上
訴
機
関
と
し
て
委
員
会
が
用
い
ら
れ
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
 
（
同
一
二
二
条
）
。
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三
大
 
 
 

（
1
6
）
 
附
属
書
二
三
条
に
ょ
れ
ば
、
監
督
長
官
の
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
委
員
と
オ
ラ
ン
ダ
代
表
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
六
分
の
一
の
 
 
 

票
を
有
し
、
プ
ロ
シ
7
代
表
委
月
と
ド
イ
ツ
諸
侯
 
（
一
部
プ
ロ
シ
ア
含
む
）
 
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
票
を
有
す
る
。
こ
こ
に
は
、
今
日
に
い
う
加
 
 
 

重
票
削
に
顆
L
た
票
の
配
分
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

（
1
7
）
 
P
a
r
r
y
こ
芭
岩
n
O
t
e
貫
く
○
－
．
芦
p
p
．
〕
O
「
い
h
声
 
 

（
1
8
）
 
M
e
i
ロ
コ
e
r
】
F
．
∵
－
ロ
F
i
n
e
R
i
ノ
1
e
r
㌧
∴
n
B
e
r
巨
a
r
声
R
一
（
e
d
し
〉
内
、
う
、
「
首
乱
叫
白
鼠
b
註
、
㌧
へ
計
訂
⊇
已
叫
へ
）
喜
、
ト
S
↑
∵
く
○
－
」
く
昂
【
s
e
く
i
e
r
－
N
害
声
 
 
 

p
．
N
u
リ
 
 

（
1
9
）
 
同
条
約
九
五
条
に
よ
れ
ば
、
監
督
長
官
の
任
命
に
当
た
っ
て
、
中
央
委
員
会
の
票
配
分
は
全
部
で
七
二
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
と
し
て
、
プ
 
 

ロ
シ
ア
二
四
票
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
が
各
一
二
票
、
ド
イ
ツ
諸
侯
が
二
四
票
 
－
 
そ
の
う
ち
、
バ
ー
デ
ン
が
二
栗
、
ヘ
リ
セ
＝
グ
ル
ム
シ
ュ
 
 
 

タ
ソ
ト
が
六
票
、
パ
パ
リ
ア
が
四
票
お
よ
び
ナ
ッ
サ
ウ
が
三
票
I
－
と
加
重
さ
れ
た
票
数
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
2
0
）
 
と
は
い
え
、
監
督
長
官
の
も
と
に
配
置
さ
れ
た
四
名
の
監
督
官
の
給
与
と
年
金
は
彼
ら
を
任
命
し
た
凶
 
（
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
バ
ー
テ
ン
が
一
名
、
 
 

パ
パ
リ
ア
、
ヘ
ッ
セ
＝
グ
ル
ム
シ
ュ
ク
ツ
ト
お
よ
び
ナ
リ
サ
ウ
が
一
名
、
プ
ロ
シ
ア
が
一
名
な
ら
び
に
オ
ラ
ン
ダ
が
山
名
を
そ
れ
ぞ
れ
任
命
す
る
）
 
 
 

が
責
任
を
負
う
 
（
同
一
〇
一
条
）
 
L
、
そ
の
他
の
職
員
の
給
与
と
年
令
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
を
任
用
す
る
国
が
責
任
を
負
う
 
（
同
一
〇
三
条
）
。
 
 

（
2
1
）
 
P
a
r
r
）
1
こ
岳
岩
n
O
t
e
－
〇
一
く
○
】
」
〕
0
0
も
p
」
笥
⊥
．
芦
 
 

（
2
2
）
 
マ
ン
ハ
イ
ム
条
約
で
は
、
監
督
長
官
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
監
督
長
甘
ポ
ス
ト
が
廃
l
ヒ
さ
れ
た
理
山
と
L
て
、
中
央
委
員
会
の
会
議
事
項
の
準
 
 
 

備
が
さ
ほ
ど
重
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
議
事
妨
害
（
O
b
s
t
r
亡
C
t
i
昌
S
）
が
減
っ
た
こ
と
で
、
個
別
の
政
府
と
は
異
な
る
共
通
の
利
益
代
表
た
る
 
 
 

監
督
長
官
の
地
位
が
重
要
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
航
行
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
監
督
が
不
安
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
各
国
の
帆
行
の
利
益
の
も
と
に
置
か
れ
る
四
名
の
監
督
官
は
維
持
さ
れ
た
 
（
同
条
約
四
一
条
）
。
c
h
a
m
b
e
ユ
a
i
n
－
5
尽
送
n
O
t
e
平
p
．
N
芦
 
 

（
警
 
M
a
コ
g
O
n
e
〉
G
」
．
－
』
詮
葺
こ
詳
言
：
†
ぎ
ぎ
萱
ぎ
萱
六
百
崇
訂
き
云
M
c
G
r
a
w
・
H
i
〓
」
誤
芦
p
．
芦
種
々
の
河
川
の
管
理
行
政
に
つ
い
 
 
 

て
は
、
w
i
n
i
a
r
s
k
i
－
B
㌧
竜
r
i
n
c
i
p
e
s
g
宮
野
a
亡
㍍
d
亡
d
r
O
i
t
f
【
u
v
i
a
〓
n
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
－
㌔
声
C
．
声
b
．
ヽ
．
－
く
○
】
．
㌫
こ
嚢
準
±
－
）
．
p
p
．
N
O
†
N
〓
、
 
 
 

ま
た
、
さ
ま
ぎ
ま
な
国
際
水
路
の
航
行
制
度
に
関
す
る
包
括
的
な
も
の
と
し
て
、
く
i
t
ぎ
y
i
｝
B
．
㍉
↓
h
e
R
e
g
i
m
e
O
f
N
a
く
i
g
a
t
i
∃
O
n
l
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
【
 
 
 

W
a
t
e
r
w
a
y
s
〉
P
a
r
t
I
‥
↓
h
e
B
e
n
e
f
i
c
i
a
r
i
e
s
O
f
t
h
e
R
i
g
h
t
O
f
N
a
く
i
g
a
t
i
O
コ
〉
P
a
ユ
l
l
‖
↓
h
e
T
e
r
r
i
t
O
r
i
a
－
S
c
O
p
e
O
f
t
h
e
R
e
g
i
m
e
O
f
F
r
e
e
 
 
 

N
a
v
i
g
a
t
i
O
n
a
コ
d
P
a
r
t
l
i
l
‥
S
亡
b
s
t
a
n
t
i
ノ
1
e
R
i
g
h
t
s
a
n
d
D
亡
t
i
e
s
㌔
と
蚤
ぎ
爵
さ
冴
｝
訂
温
喜
料
鼠
⊥
ま
箋
悪
法
華
乳
卜
塁
㍉
ゴ
】
∴
二
－
笥
芦
p
p
t
 
 
 

〓
T
【
一
声
く
0
1
．
竺
－
笥
箪
p
p
．
u
墨
a
n
d
く
○
－
．
ご
一
票
箪
p
p
∴
て
苫
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
河
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
一
八
五
 
 
 

六
年
三
月
三
〇
日
に
署
名
さ
れ
た
パ
リ
条
約
（
P
a
r
r
y
〉
叫
尽
岩
n
O
t
e
芦
く
○
－
」
－
凪
も
p
．
皇
†
烏
〇
一
e
S
p
．
p
p
．
告
†
全
車
 
に
よ
り
、
沿
岸
国
の
み
 
 
 

な
ら
ず
非
沿
岸
国
も
含
む
委
員
会
（
以
下
、
ヨ
ロ
ッ
パ
委
員
会
）
 
（
同
条
約
一
六
条
）
と
沿
岸
国
か
ら
成
る
委
員
仝
二
以
下
、
沿
岸
国
委
員
会
）
 
（
同
 
 
 

一
七
条
）
 
の
設
置
が
規
定
さ
れ
た
っ
前
者
は
暫
定
的
な
機
関
で
あ
る
の
に
対
L
、
後
者
は
、
河
川
の
航
行
お
よ
び
警
察
に
関
す
る
規
則
制
定
権
限
を
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オ
 
 

リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
ド
を
含
む
）
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
 
 

ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ン
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
モ
ル
グ
ヴ
ィ
ア
＝
ワ
ラ
キ
ア
公
国
、
ロ
シ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
お
よ
ぴ
ヴ
 
 

ュ
ル
テ
ン
ペ
ル
グ
。
 
 

（
2
7
し
 
M
a
n
g
O
n
e
－
∽
思
還
コ
O
t
e
N
〕
－
ウ
．
詔
r
 
 

（
空
 
C
O
d
d
i
n
g
J
r
．
り
G
．
A
．
－
ヨ
罠
訂
爵
⊇
邑
ぎ
を
∴
ヨ
ざ
至
芸
買
諷
室
詳
記
亡
乳
遍
∵
曽
：
厨
苫
き
莞
ミ
㌣
芯
訂
旨
室
温
旨
已
〔
ぎ
音
義
許
≦
蒜
∵
．
 
 

B
r
i
】
l
」
誤
N
）
－
r
e
p
r
i
n
t
e
d
⊥
A
r
n
O
 
P
r
e
s
s
」
当
N
）
一
p
．
N
サ
 
 

（
銅
ニ
P
a
r
r
）
1
一
叫
尽
還
n
O
t
e
－
○
▼
く
ロ
l
」
ミ
も
p
」
裟
⊥
缶
．
如
蒜
二
乳
宍
－
－
れ
D
e
t
a
こ
e
d
R
e
g
u
－
a
t
i
O
n
S
f
O
r
t
h
e
e
莞
C
u
t
i
O
n
O
〓
h
e
T
r
e
a
t
y
㌔
誉
㌣
p
p
．
 
 
 

－
㌫
⊥
∽
リ
 
 

（
墾
 
P
a
r
r
y
こ
思
岩
コ
O
t
e
－
P
く
○
－
」
岸
p
p
．
N
〕
†
N
芦
署
名
国
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
し
 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
 
 
 

デ
ン
マ
ー
ク
（
お
よ
び
そ
の
植
民
地
）
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
（
お
よ
び
そ
の
他
民
地
）
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
（
お
よ
び
そ
の
植
民
地
）
、
イ
ン
ド
、
 
 
 

カ
ナ
ダ
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
メ
キ
シ
コ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
オ
ラ
ン
ダ
（
お
よ
び
そ
の
植
民
地
）
、
ノ
ル
ウ
ェ
I
、
 
 
 

ペ
ル
シ
ア
、
ペ
ル
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
お
よ
び
そ
の
植
民
地
）
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
サ
ル
パ
ド
ル
、
セ
ル
ビ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
（
お
よ
び
そ
の
植
 
 
 

民
地
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
な
ら
び
に
ア
メ
リ
カ
。
 
 

（
3
1
）
 
L
a
n
g
r
O
d
こ
最
遠
n
O
t
e
0
0
も
．
芦
紆
勺
へ
註
Q
∵
■
R
お
ー
e
ヨ
e
n
t
d
e
d
賢
a
i
－
e
t
d
♂
【
d
r
e
p
O
u
ュ
ー
e
諷
c
u
t
i
O
コ
d
e
－
a
C
O
n
完
n
t
i
O
n
㌧
竜
a
r
r
y
、
S
思
送
 
 
 

n
O
t
e
－
○
－
く
○
－
」
∽
N
，
p
p
．
N
缶
N
⊇
．
 
 

三
七
 
 
 

26 25 24  

付
与
さ
れ
た
恒
久
的
機
関
で
あ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
沿
岸
観
委
月
会
 
 

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
c
h
a
m
b
e
ユ
a
i
n
こ
恩
義
n
O
t
e
り
ー
p
．
芦
そ
の
後
、
一
八
六
五
年
一
一
月
二
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
に
よ
る
 
 

航
行
公
法
（
p
u
b
－
i
c
a
c
t
）
七
条
で
は
、
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
河
口
の
航
行
が
、
∃
－
ロ
リ
パ
委
員
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
「
航
行
お
よ
び
警
察
規
則
」
に
 
 

ょ
っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
p
a
r
r
y
一
一
息
還
コ
O
t
e
－
○
－
く
○
－
」
芦
p
p
．
豊
平
豊
平
さ
ら
に
、
一
八
七
八
年
七
月
一
三
臼
の
ベ
ル
リ
ン
条
約
 
 

（
五
三
条
）
 
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
が
管
轄
権
を
拡
大
し
、
か
つ
、
沿
岸
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
 
 

P
a
r
r
y
一
∽
尽
岩
n
O
t
e
－
○
、
く
○
－
」
岸
p
」
夢
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
河
の
航
行
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
じ
C
O
S
t
a
－
P
．
∴
ド
e
s
e
f
f
e
（
s
d
e
】
a
 
 

g
u
e
r
r
e
s
u
ユ
e
s
t
r
a
i
t
佃
s
r
e
－
a
｛
i
訂
a
u
D
a
n
u
b
e
ゝ
a
n
s
－
e
c
a
d
r
e
d
ビ
n
e
禦
u
d
e
g
－
O
b
a
－
e
d
u
d
r
O
i
t
c
O
n
克
n
t
i
O
n
n
e
－
d
u
D
a
n
亡
b
e
㌔
i
n
N
a
c
k
l
ぎ
 
 

R
．
a
コ
d
C
a
f
】
i
汽
h
〉
「
（
e
d
s
．
）
一
ヨ
（
】
ト
n
慧
、
知
馬
叫
焉
屯
旦
訂
訂
⊇
已
～
芸
已
無
芸
誘
§
札
卜
乳
屯
二
M
a
r
t
i
n
u
s
N
i
j
h
O
f
f
」
諾
亡
も
p
．
N
£
ム
㌫
．
 
 
 

G
e
r
b
e
t
一
∽
尽
岩
コ
O
t
e
∽
－
p
．
u
の
．
 
 
 

P
a
r
r
y
こ
尽
言
コ
O
t
e
－
ロ
〉
く
○
－
」
∽
P
p
p
」
芝
N
－
↓
．
 
 
 

P
a
r
r
y
こ
恩
義
n
O
t
e
－
○
】
く
0
1
．
－
‥
芦
p
p
．
N
u
N
〕
－
↓
．
署
名
国
は
、
北
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
バ
ー
デ
ン
、
パ
パ
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（
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6
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（
3
7
）
 
 

5150 49 48 47 46  45 44 43 42 4140 39 38  

三
八
 
 

詳
し
〈
は
、
w
0
0
－
f
－
L
．
S
．
L
ミ
屯
⊇
已
訂
喜
、
G
Q
罵
）
・
道
営
⊇
二
G
e
O
r
g
e
A
〓
e
n
軒
U
コ
W
i
n
∵
忘
亡
羊
p
p
．
N
N
T
N
畠
参
埋
り
 
 
 

P
a
r
r
y
こ
意
表
n
O
t
e
－
P
く
○
－
」
芝
－
p
p
．
N
澄
・
崇
P
 
 
 

P
a
r
r
y
一
切
～
も
⊇
コ
O
t
e
－
○
－
く
O
L
 
N
宗
▼
p
p
．
ピ
・
〕
サ
 
 

、
認
軋
．
p
p
．
u
†
当
．
 
 
 

G
0
0
d
m
a
コ
一
N
．
M
．
」
ぎ
ぎ
さ
注
ぎ
昌
∵
霹
§
宣
二
＃
琶
さ
打
法
表
示
S
＆
∴
ヨ
乳
一
さ
料
㍍
n
d
e
d
．
（
C
h
u
－
・
C
h
≡
亡
く
i
n
g
s
t
O
n
e
」
当
－
）
〉
ウ
．
0
0
0
0
．
 
 
 

署
名
国
は
次
の
通
n
㌧
 
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ロ
シ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
7
、
ベ
ル
ギ
1
、
サ
ル
 
 

パ
ド
ル
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
イ
ス
、
ペ
ル
シ
ア
、
 

日
本
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ペ
イ
 
 

ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ギ
リ
シ
ア
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ド
イ
ツ
、
キ
ュ
ー
バ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
、
ノ
ル
ウ
ェ
 
 

～
、
エ
ジ
プ
ト
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ニ
カ
ー
フ
グ
7
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
チ
リ
、
ペ
ル
ー
、
中
国
、
パ
ラ
グ
ア
イ
 
 

お
よ
び
ト
ル
コ
じ
 
 
 

P
a
コ
y
こ
岳
⊇
n
O
t
e
－
○
－
く
○
－
」
諾
も
p
．
だ
試
∴
蒜
争
 
 
 

G
a
s
c
昌
y
P
－
a
r
i
n
」
二
＝
L
e
s
t
r
a
n
s
f
O
r
ヨ
a
t
i
O
n
S
d
亡
d
r
O
i
t
a
d
m
ぎ
i
s
t
r
a
｛
i
f
i
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
㍉
声
C
．
』
．
P
」
一
一
く
○
－
．
聖
二
－
器
≡
く
）
も
．
翠
 
 
 

L
a
n
g
r
O
d
こ
息
云
n
O
t
e
0
0
〉
p
．
畠
．
 
 
 

S
c
h
e
r
ヨ
e
r
S
a
n
d
 
B
－
O
k
k
e
r
．
簑
単
式
n
O
t
e
い
－
p
．
い
≡
．
 
 
 

最
⊥
 
『
前
掲
書
』
注
（
1
）
二
五
百
ハ
。
 
 
 

L
a
n
g
r
O
d
】
叫
尽
⊇
コ
O
t
e
0
0
一
p
∴
声
 
 
 

W
a
－
t
e
r
s
I
F
一
P
．
一
』
辻
を
号
三
叉
宗
菟
㌣
点
烹
云
、
≧
註
富
 
（
○
已
O
r
d
U
．
P
一
」
誤
N
）
∵
1
0
－
」
も
．
N
P
 
 
 

M
i
H
e
r
一
D
．
H
．
∴
⊇
？
冒
亀
ぎ
崎
旦
∴
評
〔
訂
皇
§
二
G
．
P
．
P
u
t
n
a
ヨ
〉
s
S
O
n
S
」
浩
0
0
）
－
く
○
－
．
N
－
P
p
∴
ザ
ふ
．
な
お
、
厳
密
に
い
え
ば
、
フ
ィ
リ
 
 

モ
ア
委
員
会
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
提
目
し
た
こ
の
草
案
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
肝
提
案
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
回
覧
さ
れ
た
。
さ
ぎ
㌣
⊥
訂
】
」
も
．
 
 

い
．
 
 

、
守
軋
．
〉
く
○
】
．
 
 

、
禁
札
こ
く
○
－
．
 
 

、
才
、
、
二
′
ざ
一
．
 
 

、
已
軋
．
－
く
○
】
．
 
 

、
巴
軋
．
－
く
○
】
．
 
 

、
認
軋
．
－
く
○
－
．
 
 

ー
ー
p
p
．
亡
T
【
N
．
 
 

N
｝
p
p
．
ヤ
⊥
」
．
 
 

【
－
p
」
∽
．
 
 

N
〉
p
p
J
N
⊥
㌢
 
 

N
，
p
．
ぉ
．
 
 

N
〉
p
p
．
ぉ
⊥
サ
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一
浩
卓
p
p
」
〕
千
－
山
戸
 
 

（
6
2
）
 
A
．
u
」
汚
二
ど
㌧
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
O
コ
O
f
t
h
e
S
e
c
r
e
t
a
r
j
a
t
a
n
d
O
f
t
h
e
l
n
t
e
r
n
a
t
i
O
コ
a
l
r
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
－
R
e
p
O
r
t
O
f
t
h
e
C
O
m
m
i
s
s
i
O
n
O
f
 
 
 

E
眉
e
r
t
S
a
p
p
O
i
n
t
e
d
i
コ
a
C
C
O
r
d
a
コ
C
e
W
i
t
h
t
h
e
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
a
d
O
p
t
e
d
b
y
t
h
e
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
n
S
a
t
i
t
s
M
e
e
t
i
n
g
O
f
D
e
c
e
m
b
e
こ
ゴ
h
】
 
 
 

－
双
岩
［
h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
c
i
t
e
d
a
s
＝
N
O
b
－
e
m
a
i
r
e
R
e
p
O
r
t
。
］
㌔
i
n
ト
内
局
買
電
＞
ざ
訂
ミ
b
実
記
き
S
訂
§
札
∽
篭
計
～
∋
、
冥
へ
已
訂
監
官
叫
○
声
し
．
∽
完
 
 
 

已
旨
－
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
－
竜
N
J
c
計
～
b
ミ
～
n
法
3
富
叫
c
、
ペ
ニ
一
く
○
－
．
－
－
1
〉
N
〇
．
N
O
（
－
浩
－
）
1
p
p
」
・
芝
．
 
 

（
6
3
）
 
最
終
版
は
、
理
事
会
と
総
会
の
い
ず
れ
の
文
書
番
号
も
付
さ
れ
て
い
る
以
下
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
c
．
民
心
M
∴
写
y
－
浩
－
ど
＼
A
．
亡
岩
 
（
a
）
1
 
 

（
5
2
）
 
 

（
5
3
）
 
 

（
5
4
）
 
 

（
5
5
）
 
 

（
5
6
）
 
 

（
5
7
）
 
 

66 6fi 64 6160 59 58   

．
．
〇
r
g
a
n
i
s
a
t
i
O
n
O
f
t
h
e
S
e
c
r
e
t
a
r
i
a
t
a
n
d
O
f
t
h
e
－
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
㌔
i
コ
ト
n
薦
莞
亀
＞
ざ
叫
へ
）
監
b
宍
采
S
§
打
払
已
∽
亀
「
計
～
 
 

b
註
～
叫
へ
已
叫
Q
己
官
叫
へ
⊇
．
し
．
 
 
 

L
a
コ
g
r
O
d
〉
h
芭
ヨ
n
O
t
e
∞
▼
p
」
】
u
．
 
 
 

N
O
b
－
e
m
a
i
r
e
R
e
p
O
r
t
一
短
も
還
n
O
t
e
篭
】
P
a
r
a
S
．
－
千
N
N
．
 
 
 

R
a
n
s
h
O
f
e
コ
・
W
e
r
t
h
e
i
m
e
r
－
h
芭
⊇
コ
O
t
e
ぃ
も
p
一
N
竿
N
P
も
っ
と
も
、
こ
の
報
告
書
に
は
、
国
際
公
務
員
制
度
の
基
本
概
念
を
維
持
し
ょ
う
と
す
 
 

る
多
数
意
見
と
は
対
照
的
に
、
自
国
の
世
論
を
代
表
す
る
者
か
ら
成
る
事
務
局
の
設
置
に
関
心
を
抱
く
少
数
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
も
付
さ
れ
て
い
た
。
 
 

、
託
㌣
p
p
．
N
干
ピ
．
 
 

三
九
 
 
 

第
二
案
、
、
託
㌣
く
○
】
．
山
一
p
．
誓
お
よ
び
第
三
案
、
、
已
札
一
ゝ
1
、
♀
N
も
p
．
軍
」
芦
 
 

、
認
㌣
く
○
－
．
N
－
℃
p
．
巴
・
琵
．
 
 

、
訂
札
．
一
く
○
－
．
N
、
p
」
〕
u
．
 
 

。
s
t
a
f
f
。
の
訳
語
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
正
文
で
は
「
属
月
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
今
日
一
般
に
通
用
し
て
い
る
「
職
員
」
を
主
に
用
い
、
特
に
 
 

連
盟
規
約
に
直
接
関
わ
る
引
用
部
分
に
の
み
「
属
貝
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

A
n
n
e
舛
〓
O
M
i
n
u
t
e
s
O
f
F
i
r
s
t
M
e
e
t
i
n
g
」
ぎ
㌣
く
○
－
．
N
，
p
p
．
N
u
N
・
N
い
〕
．
 
 

、
翌
㌣
〆
「
○
－
」
、
p
p
．
－
ピ
・
彗
N
．
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
「
事
虜
総
長
」
 
へ
の
用
語
の
変
更
は
一
九
l
九
年
二
月
一
一
口
に
始
ま
る
第
八
回
国
際
連
 
 

盟
委
員
会
会
議
に
お
い
て
な
さ
れ
 
（
註
㌣
一
「
○
－
」
も
．
N
－
舎
、
ま
た
、
「
総
会
」
お
よ
び
「
理
事
会
」
 
へ
の
用
語
の
変
更
は
、
同
年
四
月
山
日
お
よ
 
 

び
二
日
に
開
か
れ
た
国
際
連
盟
委
員
会
の
下
部
機
関
で
あ
る
起
草
委
貝
会
（
D
r
a
f
t
i
n
g
C
O
m
m
i
t
t
e
e
）
 
に
よ
り
な
さ
れ
た
っ
、
已
㌣
く
○
＝
も
．
た
〇
一
 
 
 

W
i
－
s
O
n
－
F
．
∴
⊇
竺
9
啓
ぎ
：
斗
箪
式
㌣
感
官
C
S
義
挙
璧
昌
・
旨
章
票
已
ミ
よ
ぎ
音
：
†
詳
b
旦
ぎ
竺
H
O
g
a
ユ
h
P
r
e
華
－
浩
芦
p
．
芦
 
 
 

D
r
u
m
m
O
n
d
〉
E
．
1
－
T
h
e
S
e
c
r
e
t
a
r
i
a
t
O
f
t
h
e
 
r
e
a
g
u
e
 
O
f
N
a
t
i
O
n
S
一
て
b
註
霹
／
き
旨
邑
乳
各
室
許
卓
⊥
○
－
．
∽
（
－
器
－
）
ら
p
．
N
N
竿
N
N
P
 
 
 

W
a
－
t
e
r
s
二
芸
＄
言
n
O
t
e
監
▼
一
「
O
L
 
l
－
p
p
．
ヨ
㌧
芦
 
 

＝
R
e
p
O
r
t
P
r
e
s
e
コ
t
e
d
b
y
t
h
e
B
r
i
t
i
s
h
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
完
一
M
r
．
A
」
．
B
a
－
f
O
u
r
一
コ
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
n
S
、
専
叫
c
訂
～
古
記
⊇
阜
N
〇
．
や
J
u
n
e
、
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ら
の
覚
書
（
M
e
ヨ
O
r
a
n
d
u
m
b
y
t
h
e
－
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
一
E
f
f
e
c
t
O
f
A
w
a
r
d
s
O
f
C
O
m
p
e
コ
S
a
t
i
O
n
2
訂
d
e
b
y
t
h
e
U
n
i
t
e
d
 
 
 

N
a
t
i
O
コ
S
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
く
e
T
r
i
b
u
n
a
】
▼
A
d
5
．
S
O
r
y
O
p
i
n
i
O
n
O
f
J
u
－
y
－
U
t
F
信
望
「
書
＼
3
賀
寮
長
㍗
道
悪
ご
p
．
会
苦
）
 
に
詳
し
い
。
 
 

（
7
8
）
 
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
n
S
〉
T
h
e
R
e
c
O
r
d
s
O
f
t
h
e
F
i
r
s
t
A
s
s
e
m
b
】
y
、
P
】
e
n
a
r
y
M
e
e
t
i
n
望
も
p
．
芸
？
深
山
c
i
t
e
d
a
t
M
e
m
O
r
a
n
d
u
m
b
）
こ
h
e
 
 

l
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
－
叫
託
札
．
－
p
．
誓
．
 
 

（
7
9
）
 
モ
ノ
氏
の
申
立
に
つ
い
て
は
、
c
．
芦
－
¢
N
∽
．
く
」
n
訂
長
吉
き
ご
吉
賢
妻
こ
ぎ
宝
莞
諷
：
室
〓
ぎ
計
〓
－
芸
訂
賢
妻
こ
ぎ
ぎ
ヂ
．
事
実
の
概
要
 
 
 

に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
の
こ
と
。
ト
恥
局
莞
鼠
≧
註
ミ
藁
葺
c
訂
、
b
§
莞
、
官
叫
c
芦
し
▼
讐
h
Y
e
a
r
－
N
〇
．
－
○
－
P
｛
i
コ
u
t
e
S
O
f
T
h
i
r
t
y
・
f
i
f
t
h
S
e
s
s
i
O
n
 
 
 

O
f
t
h
e
C
O
u
n
C
ニ
ー
p
p
」
宣
N
⊥
岩
戸
 
 
 

（
6
9
）
 
 

（
7
0
）
 
 

（
7
1
）
 
 

〔
7
2
）
 
 

（
7
3
）
 
 

（
7
4
）
 
 

77 76 75  

四
〇
 
 

N
O
b
－
e
m
a
i
r
e
R
e
p
O
r
t
こ
思
言
n
O
t
e
か
N
】
p
a
r
a
．
皇
．
 
 
 

R
a
n
s
h
O
f
e
n
・
W
e
r
t
h
e
i
m
e
r
－
h
尽
岩
n
O
t
e
∽
も
．
N
梵
r
も
っ
と
も
、
こ
れ
と
異
な
る
説
明
と
し
て
、
一
九
二
二
年
以
来
の
改
正
を
含
ん
だ
完
全
版
 
 

が
二
六
年
に
発
行
さ
れ
、
後
に
三
〇
年
と
四
五
年
に
二
度
発
行
さ
れ
た
と
の
説
明
も
あ
る
。
そ
の
二
六
年
版
の
も
の
も
併
せ
て
以
下
を
参
照
。
K
コ
i
p
p
i
n
g
－
 
 

F
J
e
d
．
）
、
つ
計
恥
S
～
叫
訂
q
≧
註
Q
3
h
皆
訂
ヨ
§
札
旨
b
ヽ
q
熟
へ
訣
旨
誘
（
○
已
O
r
d
U
．
P
．
」
遥
ご
、
く
○
】
」
－
も
p
．
N
畠
√
N
霊
．
さ
ら
に
、
一
九
四
五
年
版
 
 

を
再
録
し
た
も
の
と
し
て
、
A
u
f
r
i
c
h
t
－
H
二
㌢
落
首
卜
展
登
ぶ
二
寿
ぎ
誘
き
家
計
ぎ
薫
』
馳
萱
首
足
家
臣
㌫
芸
卓
旦
よ
一
さ
温
鼠
 
 

叫
訂
卜
恥
薦
長
山
u
N
9
h
澄
¶
（
C
O
】
u
m
b
i
a
U
．
P
．
」
誤
亡
も
p
．
宣
干
焉
N
．
 
 
 

I
L
O
の
成
り
立
ち
に
関
し
て
は
、
A
－
c
O
C
k
－
A
．
」
輝
き
さ
烏
、
罫
2
ぎ
ぎ
さ
註
茎
已
卜
鼓
ぎ
≒
〔
厨
雲
首
已
ぎ
（
M
a
c
ヨ
i
〓
a
コ
」
当
ご
も
p
」
平
 
 

島
参
照
。
 
 

－
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
－
華
計
、
吐
乳
、
註
3
富
叫
c
芦
し
】
く
○
－
」
－
（
A
p
r
i
〓
芝
や
A
u
g
u
s
t
【
¢
N
芦
p
．
誓
ぃ
．
 
 
 

こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
起
草
段
階
か
ら
さ
ほ
ど
の
議
論
は
な
か
っ
た
。
起
草
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
s
h
O
t
W
e
〓
↑
T
二
ヨ
罠
○
、
隠
叫
、
買
 
 

電
叫
訂
、
ミ
n
⊇
屯
ぎ
喜
、
卜
監
Q
l
 
O
、
呵
§
叫
N
已
叫
箋
（
C
O
－
u
m
b
i
a
U
．
P
．
一
【
写
葺
く
○
】
」
も
p
」
軍
産
岩
参
鱒
 
 
 

l
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
〉
Q
笥
へ
計
、
b
ミ
計
叫
叫
謹
言
叫
c
芦
し
ー
く
○
】
．
1
〓
S
e
p
t
e
m
b
e
r
・
D
e
c
e
ヨ
b
e
r
－
器
芦
p
∴
．
 
 
 

1
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
一
旨
や
岩
n
O
t
e
ヨ
，
p
一
望
↓
．
 
 
 

L
a
n
g
r
O
d
こ
尽
送
コ
O
t
e
∞
－
p
p
」
㌫
⊥
声
彼
の
基
本
的
な
考
え
に
は
、
彼
自
身
が
あ
ら
ゆ
る
職
員
と
個
人
的
な
 
（
p
e
r
s
O
n
a
－
）
 
関
係
を
持
つ
こ
 
 

と
に
よ
り
、
国
際
労
働
事
務
所
へ
の
真
の
忠
誠
が
築
か
れ
る
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
。
p
h
e
－
a
n
一
E
」
こ
 
謀
叛
§
札
ゝ
、
訂
温
 
ヨ
岩
害
虫
（
C
r
e
s
汚
t
 
 

P
r
e
邸
－
諾
箪
p
」
－
P
 
 
 

N
O
b
－
e
m
a
i
r
e
R
e
p
O
r
t
こ
息
云
n
O
t
e
悪
－
勺
a
r
a
J
N
P
 
 

、
託
㌣
p
a
r
a
s
J
N
T
－
N
〕
．
 
 
 

国
際
連
盟
行
政
裁
判
所
の
成
立
の
経
緯
お
よ
ぴ
そ
の
折
動
に
関
し
て
は
、
一
九
五
凹
年
に
国
際
司
法
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
国
際
労
働
事
務
局
か
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（
8
6
）
 
 

（
8
7
）
 
 

（
鍋
）
 
 

（
8
9
）
 
 

（
洲
）
 
 

（
9
1
）
 
 

（
9
2
）
 
 

（
8
0
〕
 
C
O
u
コ
C
i
－
R
e
s
O
－
u
t
i
昌
O
f
 
u
 
M
a
r
c
h
－
篭
ひ
．
L
e
a
g
u
e
 
O
f
 
N
a
t
i
O
n
S
－
〔
l
）
笥
c
計
、
b
ミ
喜
、
官
叫
c
草
し
、
空
h
 
Y
e
a
r
一
N
〇
．
チ
M
i
n
u
t
e
s
 
O
f
 
 

↓
h
i
r
t
）
ェ
h
i
r
d
S
e
玖
i
O
コ
O
f
t
h
e
C
O
亡
コ
C
i
－
－
p
．
缶
の
a
n
d
C
O
u
n
C
i
】
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
O
f
J
u
n
e
警
h
」
篭
ひ
c
i
t
e
d
a
t
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
コ
S
〉
口
汚
叫
c
計
、
 
 
 

古
記
⊇
乳
首
叫
c
芦
し
ー
警
h
Y
e
a
r
，
N
O
J
O
－
M
i
n
u
t
e
s
O
f
↓
h
i
r
t
｝
ェ
i
f
t
h
 
S
e
s
s
i
O
n
 
O
f
t
h
e
C
O
u
コ
C
こ
も
」
u
〕
0
0
．
 
 

（
8
1
）
 
L
e
a
g
亡
e
O
f
N
a
t
i
O
n
S
〉
竜
叫
c
叫
已
古
記
⊇
已
官
叫
c
芦
し
ふ
t
h
Y
e
a
r
一
N
O
J
O
－
M
i
n
u
（
e
s
O
f
↓
h
i
r
t
y
・
f
i
f
t
h
S
e
s
s
i
O
n
O
f
t
h
e
C
O
u
コ
C
i
－
ら
p
」
監
T
 
 

〓
」
↓
．
 
 

96 95 94 93   85 84 83 82  

旨
叫
q
J
p
」
∽
∽
∞
．
 
 
 

M
e
ヨ
ロ
r
a
n
d
u
m
b
y
t
h
e
l
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
〔
e
一
h
芭
⊇
n
O
t
e
コ
ー
p
．
誓
．
 
 
 

旨
叫
チ
p
p
．
巴
・
ひ
N
．
 
 
 

A
．
の
．
－
篭
り
声
i
コ
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
n
S
〉
竜
叫
c
計
、
、
Q
記
⊇
乳
首
叫
c
芦
」
】
S
p
e
c
i
a
－
S
u
p
p
－
e
m
e
コ
t
N
〇
．
麗
〉
R
e
c
雪
d
s
O
f
t
h
e
∞
t
h
A
s
s
e
ヨ
b
F
 
 

M
e
e
t
i
n
g
s
O
f
C
O
ヨ
ヨ
i
t
t
e
e
s
一
M
i
n
u
t
e
s
O
f
t
h
e
F
O
亡
ユ
h
C
O
ヨ
ヨ
i
t
t
e
e
】
p
p
．
N
ひ
〒
N
芦
行
政
裁
判
所
規
程
に
つ
い
て
も
こ
の
文
書
を
参
照
の
こ
と
。
 
 
 

A
J
N
」
篭
↓
．
く
∵
コ
L
e
a
g
u
e
O
f
N
a
t
i
O
n
S
，
竜
c
計
、
ゝ
）
ミ
ゝ
喜
、
言
叫
c
芦
ト
S
p
e
c
i
a
－
S
u
p
p
－
e
m
e
n
（
N
〇
．
翌
，
R
e
c
O
r
d
s
O
f
t
h
e
賢
h
A
班
e
ヨ
b
－
y
一
 
 

P
－
e
コ
a
r
y
M
e
e
t
i
n
g
s
も
．
彗
∞
a
n
d
p
．
N
≡
．
 
 
 

L
e
a
g
亡
e
 
O
f
N
a
t
i
O
n
S
〉
竜
N
j
c
叫
已
古
記
⊇
へ
～
、
官
叫
c
芦
し
ー
S
p
e
c
i
a
－
S
亡
p
p
－
e
ヨ
e
n
t
N
〇
．
讐
，
R
e
c
O
r
d
s
O
f
t
h
e
－
N
（
h
A
s
s
e
ヨ
b
】
y
，
M
e
e
t
i
n
g
s
O
f
 
 

t
h
e
C
O
m
m
i
t
t
e
e
s
－
M
i
コ
u
t
e
S
O
f
t
h
e
F
O
u
r
t
h
C
O
ヨ
ヨ
i
t
t
e
e
－
p
」
－
N
．
 
 
 

M
e
ヨ
O
r
a
コ
d
u
ヨ
b
）
二
h
e
I
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
こ
芭
岩
n
O
t
e
コ
リ
p
．
∽
P
 
 
 

旨
叫
㌣
p
p
．
諾
芦
な
お
、
こ
れ
ら
一
連
の
判
決
は
ほ
ほ
同
趣
旨
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
ゾ
ソ
ピ
ノ
（
N
O
p
p
i
n
O
）
事
件
は
次
に
掲
載
が
あ
る
り
A
コ
n
e
舛
 
 

l
〓
O
t
h
e
M
e
ヨ
O
r
a
n
d
亡
ヨ
O
f
t
h
e
I
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
－
叫
許
札
．
〉
p
p
．
筈
・
∞
∽
．
 
 
 

L
e
a
g
亡
e
 
O
f
 
N
a
t
i
昌
S
－
良
青
野
こ
ぎ
さ
已
「
き
ぎ
こ
ー
S
p
e
c
i
a
－
S
u
p
p
－
e
ヨ
e
n
t
 
N
O
∵
忘
や
R
e
c
O
r
d
s
 
O
f
 
t
h
e
 
N
O
（
h
 
A
s
s
e
ヨ
b
－
y
 
a
n
d
 
N
－
s
t
 
 

S
e
s
s
i
O
n
S
O
f
t
h
e
A
s
s
e
m
b
】
y
－
p
．
讐
．
 
 
 

旨
叫
q
こ
p
p
．
N
竺
・
N
農
一
 
 
 

も
っ
と
も
、
第
二
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
、
訴
訟
費
用
分
の
み
が
恩
恵
と
し
て
 
（
罷
職
這
許
）
申
立
人
ら
に
支
払
わ
れ
た
。
M
e
ヨ
O
r
a
コ
d
u
m
b
y
 
 

t
h
e
l
n
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
】
L
a
b
O
u
r
O
f
f
i
c
e
こ
最
遠
n
O
t
e
ヨ
ー
p
．
霊
」
⊇
．
 
 
 

太
寿
堂
鼎
「
国
際
公
務
員
の
身
分
保
障
と
行
政
裁
判
所
」
 
『
法
学
論
叢
』
 
七
一
巻
四
号
 
（
一
九
六
二
年
）
 
九
頁
。
 
 
 

R
a
コ
S
h
O
f
e
コ
・
W
e
r
t
h
e
i
m
e
r
こ
思
送
コ
O
t
e
㌣
p
p
．
N
∽
干
N
い
ー
．
 
 
 

旨
町
㌣
p
p
．
N
缶
・
N
島
．
 
 

、
許
札
こ
P
p
．
N
巴
・
N
∽
〕
．
も
っ
と
も
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
国
際
連
盟
に
対
し
脱
退
通
告
を
行
っ
た
の
で
、
実
質
的
に
は
 
 

四
一
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の
機
構
の
事
業
に
つ
い
て
総
会
に
年
次
報
告
を
行
う
。
 
 

三
 
事
務
総
長
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
脅
威
す
る
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
安
全
保
障
理
事
会
の
注
意
を
促
す
権
利
を
有
す
る
＝
」
 
 

（
原
文
、
国
主
催
同
修
正
案
と
の
対
雌
表
お
よ
ぴ
そ
の
他
客
間
修
正
案
等
関
連
事
項
の
索
引
も
含
め
、
b
冥
記
ヨ
芸
才
鼠
註
q
〔
訂
ぎ
軋
L
宕
、
訂
莞
 
 
 

C
展
℡
喜
記
空
こ
ざ
芸
茎
ぎ
責
〓
ざ
苫
訃
註
富
∴
ぎ
こ
ぎ
室
数
さ
亡
某
 
r
e
p
r
i
コ
t
e
d
．
L
h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
c
i
t
e
d
a
s
ベ
ト
L
く
C
．
ト
P
」
く
○
－
．
 
 
 

ご
W
i
≡
a
ヨ
S
．
H
e
i
コ
紆
C
〇
．
」
遥
箪
p
p
．
霊
卒
去
岩
参
照
〔
 
な
お
、
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
香
西
戊
・
安
藤
仁
介
編
集
代
表
『
国
際
機
構
条
約
・
資
 
 
 

料
集
 
（
第
二
版
）
』
 
（
東
信
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
 
二
〇
頁
参
照
。
）
 
 

（
肌
）
 
ニ
ュ
ジ
ー
ラ
ン
ド
修
正
案
は
、
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
第
一
〇
章
に
、
次
の
二
項
を
加
え
る
。
 
 

「
四
 
こ
の
機
構
の
事
務
総
長
及
び
機
構
の
責
任
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
際
的
な
性
質
を
有
す
る
＝
彼
ら
は
、
そ
の
責
任
を
果
す
こ
と
に
閲
し
、
こ
の
 
 

機
構
外
の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
又
は
受
け
て
は
な
ら
ず
、
国
際
的
職
員
と
し
て
の
地
位
を
抽
な
う
虞
の
あ
る
い
か
な
る
行
 
 

動
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

こ
の
機
構
の
加
盟
国
は
、
事
務
総
長
及
び
職
員
の
責
任
の
国
際
的
性
質
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
並
び
に
そ
の
国
民
が
責
任
を
果
す
に
当
っ
て
 
 

こ
れ
ら
の
者
を
左
右
し
卜
て
「
と
し
な
い
こ
と
を
約
来
す
る
り
 
 

五
 
職
員
を
任
用
す
る
に
当
っ
て
、
事
務
総
長
は
、
最
高
水
準
の
能
率
及
び
専
門
的
能
力
の
確
保
を
最
も
重
要
な
条
件
と
し
て
、
な
る
べ
く
広
い
 
 

地
理
的
基
礎
に
基
づ
い
て
採
用
さ
れ
た
職
員
を
鐙
衡
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
妥
当
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
竿
之
C
一
ト
P
－
 
 

く
○
－
一
〕
－
p
P
．
怠
干
怠
－
．
 
 
 

四
二
 
 

こ
の
よ
う
な
異
常
な
事
態
は
短
期
間
の
み
で
終
わ
っ
た
。
毎
年
一
p
．
N
翠
 
 

（
9
7
）
 
も
っ
と
も
、
た
と
え
ば
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
外
務
省
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
、
外
務
省
の
職
を
「
停
止
」
し
て
連
 
 

100 99 98  

盟
事
務
局
に
任
用
さ
れ
た
し
、
彼
ら
の
本
田
の
政
策
と
連
盟
の
目
的
が
衝
突
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
が
本
国
政
府
と
連
盟
に
対
し
て
誓
 
 

う
二
重
の
忠
誠
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
旨
、
q
．
▼
p
．
〕
芦
 
 
 

≧
叫
軋
．
－
p
p
．
岩
山
望
A
．
 
 
 

W
a
－
t
e
r
s
こ
芭
、
電
n
O
t
e
宣
⊥
訂
－
．
1
1
も
．
宍
戸
 
 
 

参
考
ま
で
に
、
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
第
一
〇
章
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

「
第
叫
○
幸
 
手
務
局
 
 

二 は 一  

一
人
の
事
務
総
長
及
び
必
要
な
職
員
か
ら
な
る
事
務
局
が
設
け
ら
れ
る
。
事
務
総
長
は
、
こ
の
機
構
の
行
政
職
員
の
長
で
あ
る
。
事
務
総
長
 
 

こ
の
憲
章
に
定
め
ら
れ
る
任
期
及
び
条
件
の
下
で
、
安
全
保
障
理
事
会
の
勧
告
に
基
づ
い
て
総
会
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
。
 
 

事
務
総
長
は
、
総
会
、
安
全
保
障
坪
事
会
、
及
び
経
済
社
会
理
事
会
の
す
べ
て
の
会
議
に
お
い
て
事
務
総
長
の
資
格
で
行
動
し
、
か
つ
、
こ
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（
1
0
2
）
 
職
月
の
責
任
の
国
際
的
性
質
お
よ
び
任
用
に
関
わ
る
修
正
部
分
と
し
て
は
、
次
の
規
定
を
挿
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 

「
四
 
事
務
総
長
及
び
職
員
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
当
っ
て
、
こ
の
機
構
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
。
そ
の
責
任
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
際
的
な
 
 

性
質
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
そ
の
責
任
を
果
す
こ
と
に
閲
し
、
こ
の
機
構
外
の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
又
は
受
け
る
べ
き
で
は
 
 

な
い
。
加
盟
国
は
、
事
務
局
の
責
任
の
国
際
的
な
性
質
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
及
び
そ
の
国
民
が
責
任
を
果
す
に
当
っ
て
こ
れ
ら
の
者
を
左
右
 
 

し
ょ
う
と
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
」
、
訂
チ
p
p
．
か
N
「
か
N
甲
 
 

（
川
）
 
カ
ナ
ダ
修
正
案
は
、
前
二
者
の
修
正
案
よ
り
も
か
な
り
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
三
項
か
ら
成
る
ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
～
ク
ス
提
案
第
l
 
O
章
に
、
 
 

さ
ら
に
次
竺
二
項
を
新
た
に
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
．
 
 

「
四
 
事
務
総
長
及
び
他
の
国
際
連
合
の
職
員
す
e
r
s
O
n
n
e
－
）
は
、
そ
の
責
任
を
果
す
こ
と
に
閲
し
、
い
か
な
る
政
府
か
ら
も
又
は
こ
の
国
際
連
 
 

合
機
構
外
の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
又
は
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
事
務
総
長
及
び
他
の
職
員
は
、
自
国
又
は
そ
れ
以
外
の
い
 
 

ず
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
公
的
発
言
を
も
含
む
、
国
際
的
職
員
と
し
て
の
地
位
を
摘
ず
る
虞
の
あ
る
い
か
な
る
行
動
も
悼
ま
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
。
各
加
盟
国
は
、
事
務
総
長
及
び
他
の
職
員
の
責
任
の
国
際
的
な
性
質
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
が
責
任
を
果
 
 

す
に
当
っ
て
こ
れ
ら
の
者
を
左
右
し
ょ
う
と
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
 
 

五
 
国
際
連
合
の
職
員
の
任
用
及
び
勤
務
条
件
は
、
最
高
水
準
の
能
率
、
能
力
及
び
誠
実
を
備
え
た
真
の
国
際
公
務
員
制
度
（
t
r
u
－
y
i
コ
t
e
r
コ
a
t
i
O
n
a
－
 
 

c
i
註
s
e
r
く
i
c
e
）
の
確
立
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
月
は
、
総
会
が
設
け
る
諸
規
則
に
従
っ
て
事
務
総
長
が
詮
衡
す
 
 

る
。
職
員
の
地
位
は
、
男
女
に
平
等
に
開
放
さ
れ
る
も
の
と
す
る
り
 
最
高
水
準
の
能
率
、
能
力
及
び
誠
実
を
求
め
る
こ
と
を
最
も
重
要
な
条
件
と
 
 

し
て
、
職
員
を
な
る
べ
く
広
い
地
理
的
基
礎
に
基
い
て
採
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
妥
当
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

六
 
国
際
連
合
、
公
的
国
際
機
構
又
は
国
際
連
合
と
関
係
を
も
た
さ
れ
る
機
関
並
び
に
国
際
連
合
及
び
そ
の
関
係
機
関
の
職
員
の
独
立
を
確
保
す
 
 

る
た
め
に
、
そ
の
法
的
地
位
及
び
拭
家
管
轄
権
か
ら
の
適
切
な
免
除
は
、
総
会
が
採
択
し
、
国
際
連
合
加
盟
国
に
提
示
さ
れ
る
条
約
に
よ
っ
て
定
 
 

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
盟
国
は
、
国
際
連
合
の
職
員
が
そ
の
公
的
資
格
に
お
い
て
遂
行
し
た
行
為
に
関
し
て
、
当
該
職
月
を
決
し
て
法
 
 

的
手
続
に
服
さ
せ
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
但
し
、
国
際
連
合
が
こ
の
免
除
を
放
棄
し
た
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
」
旨
叫
㌣
p
p
．
諾
†
諾
∽
一
 
 

（
掴
）
 
な
お
、
職
員
の
責
任
の
国
際
性
に
は
直
接
触
れ
な
い
ま
で
も
、
た
と
え
ば
、
ウ
ル
グ
ア
イ
は
、
事
務
局
が
広
く
国
際
的
に
代
表
す
る
も
の
と
な
る
 
 
 

こ
と
や
、
事
務
局
の
職
員
が
国
際
社
会
の
よ
り
高
次
の
利
益
の
み
を
銘
記
し
て
活
動
を
統
制
し
か
つ
行
動
を
律
す
る
こ
と
を
誓
い
、
い
か
な
る
政
府
 
 
 

ま
た
は
事
務
局
外
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
ま
た
は
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
 
（
彗
札
．
p
．
当
）
、
ま
た
、
 
 
 

メ
キ
シ
コ
も
、
事
務
局
が
で
き
る
限
り
十
分
に
国
際
的
な
代
表
と
な
る
こ
と
を
修
正
案
に
盛
り
込
ん
で
い
る
（
誉
㌣
p
」
∞
ご
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
、
 
 
 

ダ
ン
パ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
提
案
第
一
〇
章
に
、
職
月
の
国
際
的
地
位
を
補
足
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
 
（
資
き
p
p
．
当
†
〕
謡
）
む
 
 

（
川
5
）
 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
修
正
案
や
甲
王
催
回
修
正
案
を
包
含
す
る
カ
ナ
ダ
修
正
案
第
四
項
は
、
職
月
規
則
で
規
定
さ
れ
得
る
が
、
事
務
局
は
い
か
な
 
 

四
三
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四
四
 
 

る
政
府
か
ら
も
ま
た
は
こ
の
機
構
外
の
い
か
な
る
他
の
当
局
か
ら
も
指
示
を
求
め
、
ま
た
は
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
規
定
は
、
国
連
憲
章
 
 

に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
事
務
局
お
よ
び
総
会
の
助
け
と
な
り
、
か
つ
、
事
務
局
の
地
位
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
 
 
 

と
が
下
部
委
月
会
で
合
意
さ
れ
 
（
〔
1
．
≧
C
．
ト
Q
．
－
く
○
－
．
バ
ロ
p
．
∽
設
・
U
、
∽
ご
、
そ
の
後
、
上
位
の
第
二
専
門
委
員
会
で
も
合
意
さ
れ
た
 
（
資
チ
p
p
．
 
 

U
器
い
芝
）
。
 
 

（
川
6
）
 
こ
の
原
型
と
な
っ
た
カ
ナ
ダ
修
正
案
（
第
五
項
、
前
述
注
（
1
0
3
）
参
照
）
 
は
、
下
部
委
員
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
 
（
註
き
p
．
試
∞
）
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後
、
第
二
専
門
委
眉
会
で
は
、
過
度
に
詳
細
な
の
で
当
該
規
定
を
憲
章
に
含
む
べ
き
で
な
い
と
の
議
論
も
出
た
が
、
結
局
、
挿
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
 
 

っ
た
 
（
誉
㌣
p
p
．
〕
芝
・
〕
誤
）
。
 
 

、
託
札
．
p
．
u
芝
．
 
 
 

、
ミ
「
、
．
 
 
 

昏
曾
ミ
亀
、
訂
旬
、
屯
q
岩
誉
七
C
箋
衰
訂
ぎ
ニ
、
挙
こ
ぎ
計
㌣
ぎ
雷
雲
 
P
C
＼
N
ニ
ー
N
〕
D
e
c
e
m
b
e
r
」
蛮
声
勺
．
∞
い
．
 
 
 

、
認
札
．
 
 

、
ざ
．
、
、
．
マ
言
．
 
 
 

旨
叫
札
．
p
．
∞
∽
．
さ
ら
に
、
職
員
の
鋸
衡
に
つ
い
て
、
同
報
告
苦
は
、
別
の
箇
所
に
お
い
て
、
「
能
力
あ
る
者
を
佐
衡
す
る
方
法
は
、
良
好
な
公
務
員
 
 

制
度
の
創
造
に
多
大
な
重
要
性
を
有
す
る
」
 
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
同
報
告
吾
は
、
各
国
の
大
学
制
度
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
筆
記
試
験
を
完
全
に
 
 

標
準
化
す
る
二
と
は
無
理
で
あ
る
こ
と
と
、
筆
記
試
験
を
補
う
た
め
の
評
価
を
行
う
人
事
局
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
り
そ
こ
で
、
 
 

筆
記
試
験
に
馴
染
ま
な
い
高
位
の
職
や
他
の
特
定
の
任
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
す
べ
て
の
職
員
が
筆
記
試
験
で
選
ば
れ
て
く
る
こ
と
は
望
ま
し
〈
な
 
 

い
」
と
し
、
「
従
っ
て
、
広
範
な
裁
量
が
事
務
総
長
と
そ
の
助
言
者
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
旨
註
．
p
p
．
芝
・
琵
．
 
 
 

旨
叫
チ
p
．
琵
▲
 
 
 

旨
叫
札
．
p
．
器
．
 
 
 

職
月
と
加
盟
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
S
準
備
委
見
合
の
議
論
の
中
で
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
代
表
の
提
案
で
あ
る
。
同
代
表
は
、
 
 

能
力
あ
る
候
補
者
の
よ
り
良
い
確
保
の
た
め
に
、
「
事
務
局
職
員
の
任
用
は
、
自
国
か
ら
候
補
者
を
出
す
加
盟
国
政
府
の
同
意
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
べ
 
 

き
で
あ
る
」
 
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
 
（
P
C
＼
A
B
＼
∽
e
。
こ
の
提
案
の
理
由
と
し
て
、
同
代
表
は
、
多
く
の
場
合
、
政
府
が
候
補
者
の
能
力
を
評
価
 
 

す
る
の
に
最
良
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
国
連
は
政
府
間
機
構
で
あ
る
た
め
、
事
務
局
に
任
用
さ
れ
る
者
が
事
務
局
に
と
っ
て
真
の
価
値
を
有
 
 

す
た
め
に
は
、
彼
ら
が
政
府
か
ら
の
信
頼
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
た
。
と
は
い
え
、
職
月
が
ひ
と
た
び
任
用
さ
れ
れ
ば
、
当
然
、
政
 
 

府
が
彼
ら
の
も
っ
ぱ
ら
国
際
的
な
性
質
を
尊
重
す
る
こ
と
も
、
同
代
表
は
同
時
に
認
め
た
（
一
し
か
し
、
多
く
の
代
表
は
、
こ
の
提
案
が
、
国
連
憲
章
 
 

一
〇
一
条
の
下
で
の
事
務
総
長
の
排
他
的
な
責
任
と
衝
突
し
、
事
務
局
の
自
由
、
独
立
お
よ
び
真
に
国
際
的
な
性
質
を
脅
か
し
、
か
つ
、
そ
の
精
神
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（
1
1
9
）
 
 

（
Ⅲ
）
 
 

（
1
2
1
 

（
Ⅲ
い
 
 

（
闇
）
 
 

を
破
壊
す
る
と
同
時
に
、
国
連
憲
章
一
〇
〇
条
の
せ
言
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
反
対
し
た
。
職
員
は
で
き
る
限
り
加
盟
国
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
 
 

る
べ
き
で
あ
り
、
事
務
総
長
が
し
ば
し
ば
政
府
ま
た
は
民
間
の
団
体
か
ら
候
補
者
に
関
す
る
情
報
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
も
常
識
と
さ
れ
て
い
る
が
、
 
 

こ
の
点
に
閲
し
、
多
く
の
代
表
は
、
「
特
定
の
権
利
を
一
国
の
政
府
に
与
え
た
り
、
事
務
総
長
に
対
す
る
政
治
的
圧
力
を
許
す
よ
う
な
こ
と
を
文
書
に
 
 

と
ど
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
望
ま
し
く
な
い
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
は
、
必
ず
し
も
候
補
者
の
適
格
性
に
つ
い
て
発
言
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
 
 

は
限
ら
な
い
し
、
候
補
者
が
偶
然
に
も
政
府
反
対
派
に
属
し
て
い
る
場
合
、
政
府
は
．
、
当
該
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
と
い
う
こ
と
 
 

も
あ
り
得
る
、
と
さ
れ
、
結
局
、
こ
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
提
案
は
否
決
さ
れ
た
 
（
P
C
＼
A
聖
霊
）
。
確
か
に
、
本
文
中
で
見
た
通
り
、
準
備
委
呂
会
 
 

に
わ
い
て
派
遣
制
度
が
ご
〈
限
定
的
に
認
め
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
や
は
り
こ
の
議
論
を
見
る
限
り
、
各
回
代
表
は
、
原
則
と
し
て
、
国
家
が
自
 
 

国
職
員
の
任
用
に
決
定
権
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
憲
章
規
定
に
反
す
る
と
い
う
強
い
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
と
い
え
る
。
 
 
 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
国
連
に
お
け
る
派
遣
制
度
の
今
口
的
意
義
と
問
題
点
」
『
岡
‖
大
学
法
学
会
雑
誌
』
 
四
九
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
 
九
二
 
 

七
－
九
七
九
頁
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
団
違
憲
章
起
草
お
よ
び
準
備
委
月
会
で
の
議
論
の
考
察
も
右
拙
稿
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

C
】
a
u
d
e
J
r
こ
Ⅰ
．
L
t
－
診
室
料
こ
已
ご
ざ
挙
罫
3
ヂ
皇
h
e
d
．
（
M
c
G
r
a
w
・
H
i
〓
」
霊
草
p
p
」
芝
⊥
岩
．
 
 
 

た
と
え
ば
、
本
稿
で
見
た
ノ
ー
ブ
ル
メ
ー
ル
報
告
書
に
述
べ
ら
れ
た
給
与
に
関
す
る
諸
原
則
は
、
今
日
も
国
連
コ
モ
ン
シ
ス
テ
ム
に
属
す
る
職
員
 
 

に
適
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
原
則
の
一
つ
で
あ
る
。
G
C
C
S
S
e
n
〉
D
．
J
㌧
↓
h
e
I
コ
t
e
r
n
a
t
i
O
n
巴
C
i
く
こ
S
e
∃
i
c
e
C
O
m
ヨ
i
s
s
i
O
n
一
ご
i
n
d
e
C
0
0
k
e
r
，
 
 

C
⊥
e
d
．
）
－
旨
誉
ざ
許
喜
㌣
告
ぎ
ぎ
ぎ
邑
誉
デ
訂
賀
宴
軋
鼓
買
重
義
芸
こ
ざ
蚤
許
こ
苧
ぎ
ぎ
悪
評
芸
〓
ざ
登
卦
註
箋
 
（
M
a
r
t
i
ロ
u
S
N
i
j
h
O
f
f
－
 
 

－
悪
声
p
p
」
－
」
？
N
P
 
 
 

こ
れ
ら
多
く
の
闇
際
機
構
の
設
立
文
書
に
設
け
ら
れ
た
規
定
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
J
e
n
k
s
】
C
．
W
こ
b
長
竿
卜
白
書
鼠
計
、
勺
言
ぇ
～
芸
已
 
 

9
雲
重
訂
註
幸
二
S
t
e
ノ
1
e
n
S
紆
S
O
n
S
」
宗
N
）
も
p
．
N
「
山
－
．
 
 
 

事
務
総
長
の
人
事
お
よ
び
職
員
の
人
事
に
対
す
る
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
位
旧
隆
一
「
国
際
連
合
と
回
家
主
権
 
－
 
国
際
機
構
の
 
 

実
効
性
と
国
家
主
権
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
対
峠
 
－
 
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
C
巻
四
号
 
〓
九
九
一
年
）
 
二
三
－
三
T
…
頁
参
照
。
 
 
 

B
e
i
g
b
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d
e
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－
Y
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－
ヨ
S
挙
汀
訂
∴
訂
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ぎ
ざ
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註
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C
註
～
∽
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c
ユ
P
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n
〔
e
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」
芸
箪
 
 
 

最
上
『
前
場
書
』
注
（
1
）
七
七
1
七
八
頁
。
 
 
 

最
上
 
『
前
端
書
』
注
（
1
）
一
頁
。
 
 

（
二
〇
∩
三
年
二
月
）
 
 

四
五
 
 
 




